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令和７年度　年 間 行 事 予 定 表
学校臨床心理専攻

学校臨床心理専攻

主なスケジュール

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 入学式（4/3・木）、健康診断（各キャンパスで4/4・4/7・4/8に実施）

① 6 7 8 9 10 11 12 新入生ガイダンス（4/4・金）,
② 13 14 15 16 17 18 19 前期授業開始(4/8・火）
③ 20 21 22 23 24 25 26 前期履修登録期間（4/9・水～4/22・火）
④ 27 28 29 30 ※学部振替授業日(4/30・水：火曜日授業）

日 月 火 水 木 金 土
④ 1 2 3
⑤ 4 5 6 7 8 9 10 ※学部振替授業日(5/8・木：月曜日授業）、(5/9・金：火曜日授業）
⑥ 11 12 13 14 15 16 17
⑦ 18 19 20 21 22 23 24 9月期学位論文研究題目提出期限（5/20・火・20:00まで）
⑧ 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 創立記念日（6/1・日）
⑧ 1 2 3 4 5 6 7
⑨ 8 9 10 11 12 13 14
⑩ 15 16 17 18 19 20 21
⑪ 22 23 24 25 26 27 28
⑫ 29 30

日 月 火 水 木 金 土
⑬ 1 2 3 4 5 9月期学位論文提出期限（7/31・木・20:00まで）
⑭ 6 7 8 9 10 11 12
⑮ 13 14 15 16 17 18 19
⑯ 20 21 22 23 24 25 26
⑰ 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
⑰ 1 2 前期授業終了（8/5・火）

3 4 5 6 7 8 9 夏期休業（8/6・水～9/30・火）,９月卒業・修了予定学生成績入力期限（8/8・金）
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13 前期成績入力期限（9/12・金）
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 9月期学位記授与式（9月下旬 予定）

日 月 火 水 木 金 土
① 1 2 3 4 後期授業開始（10/1・水）
② 5 6 7 8 9 10 11 後期履修登録期間（10/1・水～10/15・水）
③ 12 13 14 15 16 17 18 3月期学位論文研究題目提出期限（10/20・月・20:00まで）
④ 19 20 21 22 23 24 25 ※学部振替授業日(10/15・水：月曜日授業）
⑤ 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
⑤ 1
⑥ 2 3 4 5 6 7 8 ※学部振替授業日(11/6・木：月曜日授業）
⑦ 9 10 11 12 13 14 15
⑧ 16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29 ※学部振替授業日(11/28・金：月曜日授業）
⑨ 30

日 月 火 水 木 金 土
⑩ 1 2 3 4 5 6
⑪ 7 8 9 10 11 12 13
⑫ 14 15 16 17 18 19 20
⑬ 21 22 23 24 25 26 27
⑭ 28 29 30 31 冬期休業（12/29・月～1/2・金）

日 月 火 水 木 金 土
⑭ 1 2 3 後期授業再開（1/5・月）
⑮ 4 5 6 7 8 9 10 大学入学共通テストの準備に伴う休講（1/16・金）
⑯ 11 12 13 14 15 16 17 ３月期学位論文提出期限（1/20・火・20:00まで）
⑰ 18 19 20 21 22 23 24 ※学部振替授業日(1/13・火：金曜日授業）
⑱ 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 後期授業終了（2/3・火）
1 2 3 4 5 6 7 春期休業（2/4・水～3/31・火）
8 9 10 11 12 13 14 ３月卒業・修了予定学生成績入力期限（2/10・火）
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28 1年次学生後期成績入力期限（2/27・金）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14 後期集中講義等成績入力期限（3/5・木）
15 16 17 18 19 20 21 学位記授与式〔3/15・日～19・木〕
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

後
　
　
　
期

※授業コマ数について、同日に２コマ以上の授業を行う日もあり、赤文字のコマ数に関わらず、実際には１５回分の授業を実施します。

前
　
　
期

２０２６年　３月（ＭＡＲ）

２０２５年　８月（ＡＵＧ）

２０２５年　９月（ＳＥＰ）

２０２５年　１０月（ＯＣＴ）

２０２５年　１１月（ＮＯＶ）

２０２５年　１２月（ＤＥＣ）

２０２６年　１月（ＪＡＮ）

２０２６年　２月（ＦＥＢ）

２０２５年　７月（ＪＵＬ）

令和７年度　年間行事予定表（R7.2.21現在）案

２０２５年　４月（ＡＰＲ）

２０２５年　５月（ＭＡＹ）

２０２５年　６月（ＪＵＮ）
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１　教育学研究科（学校臨床心理専攻）の概要

　⑴　目　的
　　�　学校臨床心理専攻においては，心理臨床，教育臨床，発達臨床の各領域における専門的研究を深め，様々

な心と関係性の問題の援助を必要とする幼児・児童・生徒に対しての支援を有効に進めることのできる高度

な専門的能力の形成を図り，子どもを理解する力，分析してアセスメントする力，発達を支援していく力，

保護者，学校，専門機関等の間での連携及び協働をコーディネートする力，実践的課題を発見して研究的な

側面からアプローチする力並びにこれらの応用的な能力を基盤として支える専門的知識等を身につけた教

員，心理士等を養成する。

　⑵　専攻，専修及び入学定員

専　　　攻 専　　　修 分　　　野 入学定員

学校臨床心理 学校臨床心理 学校臨床心理 ９人



― 2 ―

２　学位授与・教育課程の編成・実施の方針

　⑴　学校臨床心理専攻の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
　本専攻では，本学が定める期間在学し，所定の単位を修得するとともに，学校教育と関連する心理・医療・

福祉等の専門家や専門機関との連携に資する以下のような理論と実践に関する高度な専門的能力を身に付け

たと認められる者で，学位論文及び最終試験の審査に合格した者に，修了を認定し，学位を授与する。

１�	 臨床心理学・教育学・教育心理学・特別支援教育学等の各領域及びこれらに関連する心理臨床・教育臨

床・発達臨床等の学際的な領域における専門的な研究を深める力

２�	 様々な心や関係性の問題の援助を必要とする幼児，児童及び生徒に対して心理臨床・教育臨床・発達臨

床等のアプローチを有効に進める力

３	 学校内外の専門職と連携・協働して地域の子どもに関わる課題を解決する力

　⑵　学校臨床心理専攻の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
　本学大学院教育学研究科修士課程学校臨床心理専攻では， 高度専門職業人としての教員や心理士等を養成

するため，これらの人びとに求められる子どもを理解する力，分析してアセスメントする力，発達を支援し

ていく力，保護者，学校，専門機関等の間での連携及び協働をコーディネートする力，実践的課題を発見し

て研究的な側面からアプローチする力並びにこれらの応用的な能力を基盤として支える専門的知識等を身に

付けることができるように，以下の方針に基づき教育課程（カリキュラム）を構成・実施する。

１　教育課程（カリキュラム）は，専門科目及び課題研究によって構成する。

２�　専門科目は，臨床心理学・教育学・教育心理学・特別支援教育学等を基盤とする学際的な領域である学

校臨床心理分野に関わる専門的内容又は研究方法論，研究倫理等について学修することができるように構

成する。

３�　課題研究は，学校臨床心理分野の研究課題，研究方法論等についての考究を深め，学位論文（修士論文）

に関する構想・研究調査・分析検討・論文執筆等及び最終試験に関わる指導を受けることができるように

構成する。

　また，上記の教育課程編成の方針に基づき，臨床心理学・教育学・教育心理学・特別支援教育学等を基盤

とする学際的な領域にわたる実践と理論を往還する学びを提供するために，現職教員と学部直進者等キャリ

アの異なる学生間の交流や，４つの修学校をつないだグループ討論等の協働的な学びを取り入れた講義，演

習，実習，修士論文指導を実施する。

　学修成果の評価については，「北海道教育大学大学院教育学研究科履修規則」に定める評価基準及び「北

海道教育大学大学院教育学研究科修士課程学位論文及び最終試験に関する審査基準」に基づき，講義，演習，

実習等の授業形態に応じて，課題レポートや発表についての観察評価等の適切な評価方法により実施し，単

位を認定する。
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３　履修要領等

　⑴　修学形態及び修学場所
　　�　本研究科学生は，札幌校に学籍を置きます。

　　�　学校臨床心理専攻の学生は，札幌校をベースキャンパスとします。ただし，大学院入学試験の際の希望に

より旭川校，釧路校及び函館校の各サテライトにおいて修学することができます。

　⑵　課程の修了要件
　　�　修了に必要な必修科目を含む所定の単位（30単位）を修得し，定められた期間にわたり在籍し，学位論文

の審査及び最終試験に合格した者は，修士（教育学）の学位が授与されます。

　⑶　教育，研究指導
　　　学位論文及び修学その他学生生活上の指導・助言を行うため，研究指導教員及び指導教員が置かれます。

　　�　入学後，各自の研究テーマによって研究指導教員が決まり，研究指導教員の下で２年間を見通した履修計

画を立てます。この時，教育職員免許状の取得や，臨床心理士注1，学校心理士の受験資格，申請資格が得

られるよう履修登録をすることができます。

　⑷　履修方法及び授業時間
　　�　授業時間は下の表に示す時間帯に設定されています。

　　　学校臨床心理専攻の授業は，次のように行われます。

　　ア�　現職教員等の便宜を図る趣旨から夜間開講に重点を置いて授業を行います。主に夜間に開講する授業の

単位を修得することで修了できます。ただし，一部の授業については，土曜・日曜・祝日及び長期休業期

間中にも授業を開講します。

　　イ�　本専攻は，「⑴ 修学形態及び修学場所」でも記載があるとおり，修学場所として札幌校（ベースキャン

パス注2 ）のほか，旭川校，釧路校及び函館校にサテライト注3 が置かれています。学生は，大学院入学試

験の際に希望する修学場所を選択することができます。

　　　�　また，修了に必要な単位は，選択した修学場所で履修することができます。さらに，他の修学場所で開

講される授業も履修することができます。

　　　�　ベースキャンパスでは主に対面授業，双方向遠隔授業注４ 及びオンデマンド授業注５ が行われます。各サ

テライトでは双方向遠隔授業及びオンデマンド授業を中心に，出張講義，サテライト専任教員等による対

面方式の授業が行われます。出張講義では，ベースキャンパスの専任教員が各サテライトに出向いて，対

面方式による授業を行います。

授業時間

校　時 開始時刻　～　終了時刻

１校時 ９：00　～　10：30

２校時 10：40　～　12：10

３校時 13：00　～　14：30

４校時 14：40　～　16：10

５校時 16：20　～　17：50

６校時 18：00　～　19：30

７校時 19：40　～　21：10
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注１�　臨床心理士資格の受験資格を得るためには，財団法人日本臨床心理士資格認定協会の指定大学
院で所定の単位を修得することが必要です。本専攻は，指定大学院（第２種）の指定を受けてい
ます。

注２�　ベースキャンパス：本専攻の拠点となるキャンパスで，双方向遠隔授業の発信地となります。
全開設授業科目の約70％をここで開設します。

注３�　サテライト：ベースキャンパス以外の修学場所です。各サテライトで開設する授業及び双方向
遠隔授業などで，本専攻の全開設授業科目の約60％をここで受講することができます。

注４�　双方向遠隔授業：受講者の自宅等と大学教員の研究室等とをインターネット回線で結んだシス
テムです。Zoom等の遠隔会議アプリケーションソフトを用いて音声及び画像，文字情報等を双
方向で送受信します。

注５�　オンデマンド授業：予め授業担当者が掲示した電子ファイル資料や動画資料等を，受講者がイ
ンターネット回線を利用して任意の時間帯に自宅等で受信して学習します。受講者は電子メール
などを用いて授業担当者に質疑応答を求めることができます。

　⑸　授業科目の履修年次等
　　　�　授業科目のうち，臨床心理事例研究法特別演習Ⅰ・Ⅱ及び臨床心理実習を除く専門科目は，すべて１年

次から履修できるように開設しています。課題研究は，２年次に受講登録をすることを標準としています。
長期履修の場合には修了予定年度に受講登録を行います。

　⑹　履修上の一般的留意事項
　　ア�　北海道教育大学大学院教育学研究科履修規則，授業科目一覧，シラバス及び授業時間割表をそれぞれ確

認の上，履修計画を立案してください。
　　　�　なお，教育職員免許状の取得希望者（専修免許状の取得），臨床心理士等の資格取得希望者は，授業科

目一覧，取得可能な専修免許状の種類，専修免許状の所要資格取得の方法，各種資格の取得方法等の欄を
熟読してください。

　　イ�　履修計画は，２年間（長期履修学生は許可された年数）に渡って立案し，修了要件単位及び教育職員免
許状等各種資格の所要単位を確認するとともに，指導教員の指導を受けてください。

　　ウ�　非常勤講師による授業科目は，講師の都合により開設を取り止めることがありますので，その場合でも
支障のないよう授業計画を立ててください。

　　エ　既に単位を取得した授業科目を，再履修し，再びその単位を修得することはできません。

　⑺　履修登録方法について
　　　�　授業科目の履修にあたっては，各学期始めの定められた期間内に当該学期に履修しようとする授業科目

に係る履修登録の手続を行わなければなりません。履修登録を行わない授業科目については，単位は認定
されません。

　　ア　履修登録の手順
　　　�　履修登録の手順は，次頁の「履修登録の手順」に示すとおりです。各年度における履修登録に係る具体

的な日程については，別にお知らせします。
　　イ　履修登録に当たっての注意事項
　　　①　同一曜日・時限に複数の授業科目を重複して履修登録することはできません。
　　　②　既に履修し単位認定されている授業科目について，再度履修登録することはできません。
　　　③�　教育支援総合システムによる履修登録の方法については，操作マニュアルを参照してください。
　　ウ　成績の評価は，Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｆにより行いＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄまでを合格とします。
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　　　　　履修登録の手順　

　　　　　

　　　　　　各学期初（４・10月）　　　　履修科目の選定　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教員による指導・助言

　

　　　　　　授業開始後１・２週目　　　　履修登録（教育支援総合システムによる入力）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（変更あり）　　　　　（変更なし）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　履修登録完了　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教員による指導・助言

　　　　　　授業開始後３週目　　　　　　履修登録変更（教育支援総合システムによる入力）

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　履 修 登 録 完 了　

　⑻　学部の授業科目の履修
　　　�　本大学院教育学研究科の学生は，願い出により学部の科目等履修生として，学部の授業科目を履修する

ことができます（検定料，入学料及び授業料を徴収します。）。ただし，年間で履修登録をすることができ

る単位数は，８単位を上限とします。

　　　�　ただし，入学試験の際に教員免許状取得特別プログラムの試験に合格している者については，別途の規

程がありますので，そちらを参照してください。

　⑼　北海道大学大学院教育学院の授業科目の履修
　　　　単位互換協定の締結に基づき，北海道大学大学院教育学研究科の授業科目を履修することができます。

　　　�　履修単位数は，在学期間を通じ10単位までとし，検定料，入学料及び授業料は徴収しません。受講希望

科目がある場合は，後期の授業科目も含めて年度の開始時に「特別聴講学生願書」を教育企画課に提出し，

受講許可があった授業科目について受講することができます。

　⑽　特別な感染症により欠席した場合 
　　�　次表の各種感染症に罹患した場合は，①「感染症による欠席届」の「受診証明」欄に医療機関で記載し

てもらい，②保健管理センター（分室）で記載欄に確認を受けた上で，③本人記載欄に記載したものを１

部コピーし，④原本を教育支援グループ（札幌校は教育企画課修学支援グループ）へ提出し，⑤コピーを

欠席した授業の担当教員へ提出してください。

　　�　特例として，新型コロナウィルス感染症あるいは季節性インフルエンザに罹患し，受診機関において受

診証明欄の記載が難しい場合は，以下のA，B，Cのいずれかを保健管理センター（分室）に持参・提示

してください。上記２疾患に罹患したことが確定できれば「感染症による欠席届」の発行は可能とします。

　　　A受診した医療機関が発行した検査結果報告書（受診日・氏名・受診機関名のすべての記載があるもの）

　　�　Bウィルス治療薬が処方されたことが確認できるもの（調剤日・氏名・治療薬名のすべての記載がある

もの）
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　　�　C抗原検査キットの陽性判定部分の写真（キットの余白に日付と氏名を記載したもの，または付箋に記

載し貼付したもの）

　　�　欠席した授業・試験については，授業担当教員にこの「感染症による欠席届」のコピーを提出すること

により，次のとおり対応されます。

　　�　なお，感染が疑われるため，本学が実施する自宅待機又は登校停止措置の該当者についても，同様に取

り扱います。

　　　　１．授業を欠席した場合

　　�　補講又は課題・レポートなどを課すことにより，欠席扱いにはしません。

　　�　ただし，集中講義や不定期講義などの場合は，欠席する時間数の関係で単位認定ができない場合が

あります。

　　　　２．試験を欠席した場合

　　�　「北海道教育大学の成績の評価方法及び履修登録単位数の上限並びに修学指導等に関する取扱要

項」の第４第２項に基づく追試験の対象となります。

【学校保健安全法に基づく登校停止措置の対象となる疾患】

感　染　症　名 登 校 停 止 期 間

第一種
第一種感染症類
（新型インフルエンザ，他）

治癒するまで

第二種

新型コロナウイルス感染症
発症した後５日を経過し，かつ，症状が軽快した後１日を
経過するまで

インフルエンザ
発症した後５日を経過し，かつ，症状が軽快した後２日を
経過するまで

百日咳
特有の咳が消失するまで，又は，５日間の適正な抗菌性物
質製剤による治療が終了するまで

麻疹（はしか） 解熱した後３日を経過するまで
風疹 発疹が消失するまで
水痘（みずぼうそう） 発疹が痂皮化するまで

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）
耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過
し，かつ，全身状態が良好になるまで

咽頭結膜熱（プール熱） 主要症状が消退した後２日を経過するまで
結核 学校医等の医師において感染の恐れがないと認めるまで
髄膜炎菌性髄膜炎 学校医等の医師において感染の恐れがないと認めるまで

第三種

流行性角結膜炎，急性出血性結膜
炎，腸管出血性大腸菌感染症，コ
レラ，細菌性赤痢，腸チフス，パ
ラチフス，その他の感染症※

学校医等の医師において感染の恐れがないと認めるまで

※「その他の感染症」に該当するかどうかは，保健管理センターに相談してください。
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　⑾　障害学生支援について
　　�　本学では，障害者差別解消法に基づき，本学の職員等が適切に対応するために必要な事項を「障害を理

由とする差別の解消の推進に関する職員等対応規則」として定め，合理的配慮を含む障害学生への支援を

実施することとしています。

　　�　具体の支援内容については，「学生生活サポート室」において，障害の内容や程度に応じ，個別に必要

かつ合理的な配慮を検討し，障害学生と十分な協議を経た上で決定します。

　　�　障害がある等の理由により，大学での学修に不安がある，サポートしてほしいと感じている場合，まず

は以下の窓口に相談してください。

　　　学生支援課学生支援グループ（「学生生活サポート室」担当）

　　　011-778-0326／ g-gakusei＠j.hokkyodai.ac.jp

　　�　これまでの支援事例（支援内容は相談者の希望を関係委員会で調整した上で決定します）

　　・文字拡大プリント配布

　　・座席位置配慮（教室前列や入口ドア付近に配置）

　　・ノートテイカー

　　・課題提出締切延長

　　・教育実習先及び臨床実習先との配慮内容等連絡調整　等
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４　取得可能な教育職員免許状の種類と所要資格取得の方法

　⑴　取得可能な専修免許状の種類
　　�　本研究科において，教育職員免許法及び同法施行規則に定める所要の単位を修得したときは，次に示す教

育職員免許状授与の所要資格を得ることができます。

　　　なお，取得しようとする免許状の１種免許状を有することが必要です。

　　�　ただし，教員経験年数及び他教科の免許状所持による単位修得で１種免許状を取得した場合は，専修免許

状を取得出来ない場合があります。

　　�　学校臨床心理専攻では，特別支援学校教諭の専修免許状を取得することはできません。

専　　攻　　等 教育職員免許状の種類 免 許 教 科

学
校
臨
床
心
理
専
攻

学校臨床心理専修

幼 稚 園 教 諭 専 修 免 許 状

小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状

中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
国語，社会，数学，理科，音楽，美術，
保健体育，保健，技術，家庭，職業，外
国語（英語）

高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
国語，地理歴史，公民，数学，理科，音
楽，美術，工芸，書道，保健体育，保健，
家庭，情報，農業，工業，外国語（英語）

養 護 教 諭 専 修 免 許 状

教育職員免許状の種類 基　礎　資　格 科　目　区　分 最低修得単位数

幼稚園教諭専修免許状 修士の学位及び幼稚園教諭
１種免許状を有すること 大学が独自に設定する科目 24

小学校教諭専修免許状 修士の学位及び小学校教諭
１種免許状を有すること 大学が独自に設定する科目 24

中学校教諭専修免許状 修士の学位及び中学校教諭
１種免許状を有すること 大学が独自に設定する科目 24

高等学校教諭専修免許状 修士の学位及び高等学校教諭
１種免許状を有すること 大学が独自に設定する科目 24

養護教諭専修免許状 修士の学位及び養護教諭１種
免許状を有すること 大学が独自に設定する科目 24

※大学院の課程に１年以上在学し，30単位以上修得した場合は，在学中でも専修免許状の申請ができます。

　⑵　専修免許状の所要資格取得の方法
　　　専修免許状の取得に必要な基礎資格及び最低修得単位数は，次のとおりです。

　　�　取得しようとする専修免許状の種類（免許教科）に対応する本研究科の開設科目は，授業科目一覧のとお

りです。授業科目と対応する免許状の種類に注意の上，専修免許状に必要な単位を取得してください。
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　⑶　教育職員免許状（専修免許状）の取得に対応している授業科目について
　　�　学校臨床心理専攻で取得できる専修免許状の学校種と教科名等については，本冊子の９ページに掲載して

いる「取得可能な専修免許状の種類」の表をご参照ください。なお，学校臨床心理専攻には特別支援学校教

諭専修免許状に対応した授業科目は開設されていません。

　　教育職員免許状（専修免許状）対応授業科目一覧

区分 分野 授 業 科 目 名 単位数
専修免許状対応学校種

幼 小 中 高 養教 特支

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

必 

修 

科 

目

学校臨床心理特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理学特論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床生徒指導特論 2 ― ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理査定演習Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―

選
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

臨床生徒指導特別演習 2 ― ○ ○ ○ ○ ―
学校教育学特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
学校教育学特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床教育学質的研究法特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
学校経営特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
教育指導論特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
教育心理学特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
教育心理学特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
発達心理学特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床発達心理学特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
保育臨床研究特別演習 2 ○ ― ― ― ― ―
発達臨床心理学特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
特別支援教育コーディネート特論 2 ― ― ― ― ― ―
学校カウンセリング特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
心理学研究法特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理事例研究法特別演習Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理事例研究法特別演習Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
学校心理学特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理学特論Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理学特論Ⅲ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理学特論Ⅳ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
非行臨床心理学特別演習 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理面接特論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理面接特論Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理査定演習Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
精神病理学特論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理基礎実習   2 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅰ   1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅱ     1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅲ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅳ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅴ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅵ    1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅶ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅷ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅸ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―
臨床心理実習Ⅹ 1 ○ ○ ○ ○ ○ ―

課題研究 課題研究 4 ― ― ― ― ― ―
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５　各種資格の取得方法

　⑴　臨床心理士資格
　　　公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会（以下「認定協会」という。）が付与する資格です。

　　�　臨床心理士指定大学院（第２種）の修了者が臨床心理士資格を取得するためには，次の条件を満たし，か

つ，臨床心理士資格認定協会の認定試験に合格することが必要です。

　　　学校臨床心理専攻は，臨床心理士指定大学院（第２種）の指定を受けています。

　　　①　指定大学院（第２種）において，指定された授業科目を26単位以上修得すること。

　　　②　修士論文のテーマと内容が臨床心理学に関するものであること。

　　　③�　大学院研究科修了後１年以上の心理臨床経験（有給であること。教職経験は心理臨床経験にあたらな

い。）が必要であること。

　　臨床心理士資格取得のための履修方法

　学校臨床心理専攻で修得することを必要とする最低修得単位数26単位は次のとおりです。

　ただし，臨床心理実習の履修については，実習日程上の制約や実習機関の意向等も勘案し，学校臨床心理

専攻に設置する実習委員会による審議を経て認められますので，必ずしも受講者の希望どおりになるとは限

りません。

科　　　目 授　　　業　　　科　　　目 単 位 数

必 修 科 目
臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ（６単位中４単位），臨床心理面接特論Ⅰ・
Ⅱ（４単位），臨床心理査定演習Ⅰ・Ⅱ（４単位），臨床心理基礎実習（２
単位），臨床心理実習Ⅰ～Ⅹ（10単位中２単位）

16

26

選択必修
科 目 群

Ａ群 心理学研究法特論， 学校心理学特別演習， 臨床心理事例研究法特別演習
Ⅰ，臨床心理事例研究法特別演習Ⅱ，臨床教育学質的研究法特論 ２

Ｂ群 教育心理学特論，発達心理学特論，臨床発達心理学特論，発達臨床心理
学特別演習 ２

Ｃ群 臨床生徒指導特論，非行臨床心理学特別演習 ２

Ｄ群 保育臨床研究特別演習，特別支援教育コーディネート特論，精神病理学
特論 ２

Ｅ群 学校臨床心理特論，学校カウンセリング特別演習 ２
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　⑵　学校心理士資格
　　　一般社団法人学校心理士認定運営機構が認定する資格です。

　　�　学校心理士資格を取得するためには，次の条件を満たし，かつ，一般社団法人学校心理士認定運営機構の

審査及び試験に合格することが必要です。

　　　①　本専修において，指定された授業科目を修得すること。

　　　②　学校心理学に関する実務経験が１年以上あること。

　　学校心理士資格取得のための履修方法

　　　　大学院の課程で修得することを必要とする最低修得単位数は次のとおりです。

科　　　　　目 開　 設　 授　 業　 科　 目 必修

学校心理学に関する科目 学校心理学特別演習 ２

教授・学習心理学に関する科目 学校教育学特別演習 ２

発達心理学に関する科目 臨床発達心理学特論 ２

臨床心理学に関する科目 臨床心理学特論Ⅰ及び臨床心理学特論Ⅲ ４

心理教育的アセスメントに関する科目 臨床心理面接特論Ⅱ ２

学校カウンセリング・コンサルテー
ションに関する科目 学校カウンセリング特別演習 ２

特別支援教育に関する科目 特別支援教育コーディネート特論 ２

生徒指導・教育相談，キャリア教育 臨床生徒指導特論又は臨床生徒指導特別演習 ２

実習１
　心理教育的アセスメント基礎実習 臨床心理査定演習Ⅰ ２

実習２
　学校カウンセリング・コンサルテー
ション基礎実習

臨床心理基礎実習 ２

合　　　　　計 22単位
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６　トランスファラブルスキル

　�　本専攻では，トランスファラブルスキルを「学校臨床心理専攻での教育を受けた修了生がその後の職業生活

や研究生活において専門分野を超えて汎用的に活用することができる知識・技能，思考力・判断力・表現力，

学びに向かう力・人間性等の能力」と定義し，以下の６つのスキルを設定しています。

　　　ＴＳ１……情報収集整理能力（ＩＣＴの活用を含む）

　　　ＴＳ２……表現能力（ＩＣＴの活用を含む）

　　　ＴＳ３……研究行程及び業務行程の管理能力

　　　ＴＳ４……自己ケア能力（セルフマネジメント能力）

　　　ＴＳ５……チーム内外の連携経営能力（リーダーシップ及びフォロワーシップ）

　　　ＴＳ６……倫理的判断力

　　トランスファラブルスキルとその育成に関わる授業科目の対応は以下の通りです。

　　　ＴＳ１……課題研究，臨床心理学特論Ⅰ，臨床心理査定演習Ⅰ

　　　ＴＳ２……課題研究，臨床心理面接特論Ⅰ，学校心理学特別演習

　　　ＴＳ３……課題研究，心理学研究法特論，臨床教育学質的研究法特論

　　　ＴＳ４……課題研究，臨床生徒指導特論，臨床心理基礎実習

　　　ＴＳ５……課題研究，特別支援教育コーディネート特論，学校カウンセリング特別演習

　　　ＴＳ６……課題研究，学校臨床心理特論，臨床心理事例研究法特別演習Ⅰ

　　具体的なトランスファラブルスキルの得点の計算方法は以下のとおりです。

　　①�　修了判定時の成績評価報告に基づき，修了生が単位を取得したトランスファラブルスキルの構成要素と

して設定されている授業科目について以下のような換算を行って点数化します。

　　　　Ａ評価……４点

　　　　Ｂ評価……３点

　　　　Ｃ評価……２点

　　　　Ｄ評価……１点

　　②�　トランスファラブルスキルの構成要素に対応する授業科目の評価の換算点数を，「課題研究」について

は60％，他の２つの授業科目についてはそれぞれ20％として合計します。これらを構成要素ごとに100点

満点に換算します。このようにして得られた数値を，構成要素ごとのトランスファラブルスキルの得点と

し，略称を「得点」とすることとします。

　　③　上記のように算出した得点を，６角形のレーダーチャート図に配置します。



授 業 科 目 一 覧
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７　授業科目一覧

　⑴　授業科目一覧表における授業形態及び授業場所の凡例

　　　16～17頁に掲載する学校臨床心理専攻の授業科目一覧表に記載された略記号等の凡例を以下に示します。

　　ア　授業形態

　　　双： 双方向遠隔講義・演習

　　　面： 対面方式講義・演習

　　　出： 出張講義・演習

　　　オ： オンデマンド型講義

　　　実： 実習

　　イ　授業場所

　　　全： ベースキャンパス及び全てのサテライトで開講

　　　ベ： ベースキャンパスで開講

　　　旭： 旭川校で開講

　　　釧： 釧路校で開講

　　　函： 函館校で開講

（例１）　双・ベは，ベースキャンパスから発信する双方向遠隔講義・演習

（例２）�　双・全は，ベースキャンパス及びサテライトに授業担当者がおり，相互に発信する双方向遠隔

講義

（例３）　出・旭は，ベースキャンパス専任教員が旭川サテライトに出向いて行う対面方式の授業

（例４）　面・函は，函館校のみで開講する対面方式の授業

（例５）　実・全は，ベースキャンパス及び全てのサテライトで開講する実習

（例６）�　面・出・全は，課題研究においてベースキャンパス専任教員がサテライトに出向き，サテライ

ト教員と共同して行う対面の授業

　⑵　他専修学生の受講制限
　　　学校臨床心理専攻で開設する科目のうち，次の科目は，他専修の学生は受講できません。

　　�　学校臨床心理特論，臨床心理学特論Ｉ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，臨床心理査定演習Ｉ・Ⅱ，学校カウンセリング特別

演習，臨床心理事例研究法特別演習Ⅰ・Ⅱ，臨床心理面接特論Ｉ・Ⅱ，臨床心理基礎実習，臨床心理実習Ｉ

～Ⅹ
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　　学校臨床心理専修　授業科目一覧表

区分 分野 科目番号 科目ナンバリングコード 授 業 科 目 名 授業形態等 時期・単位 曜日・校時 担当教員

専
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

必
　
修
　
科
　
目

14347 GZM - SPS - ５- ０１０- J 学校臨床心理特論 双・全 前・２ 火　６

浅井・植木・
久能・齋藤・
本田・平野・
三上・宮原・
小岩

14348 GZM - SPS - ５- ０２０- J 臨床心理学特論Ⅰ 双・ベ 前・２ 木　６ 植木・小山
14349 GZM - SPS - ５- ０３０- J 臨床生徒指導特論 双・ベ 前・２ 木　７ 庄井　良信
14350 GZM - SPS - ５- ０４３- J 臨床心理査定演習Ⅰ 実・ベ 前・２ 水　７ 齋藤　暢一朗
14351 GZM - SPS - ５- ０４７- J 臨床心理査定演習Ⅰ 実・函 前・２ 不定期 新川　広樹
14352 GZM - SPS - ５- ０４５- J 臨床心理査定演習Ⅰ 実・旭 前・２ 水　６ 高谷　桃子
14353 GZM - SPS - ５- ０４６- J 臨床心理査定演習Ⅰ 実・釧 前・２ 不定期 新山　博子

選
　
　
　
　
　
択
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

14504 GZM - SPS - ５- ０５３- J 臨床生徒指導特別演習 面・ベ 後・２ 金　６ 白石　陽一
14355 GZM - SPS - ５- ０５５- J 臨床生徒指導特別演習 面・旭 通・２ 不定期 白石　陽一
14357 GZM - SPS - ５- ０５６- J 臨床生徒指導特別演習 面・釧 通・２ 不定期 白石　陽一
14938 GZM - SPS - ５- ０５７- J 臨床生徒指導特別演習 面・函 通・２ 不定期 白石　陽一
14613 GZM - SPS - ５- ０６０- J 学校教育学特論 双・ベ 通・２ 不定期 宮原　順寛
14615 GZM - SPS - ５- ０７３- J 学校教育学特別演習 双・ベ 後・２ 木　７ 宮原　順寛

14616
GZM - SPS - ５- ０７５- J 学校教育学特別演習 双出・旭 後・２ 木　７ 宮原　順寛
GZM - SPS - ５- ０７６- J 学校教育学特別演習 双出・釧 後・２ 木　７ 宮原　順寛
GZM - SPS - ５- ０７７- J 学校教育学特別演習 双出・函 後・２ 木　７ 宮原　順寛

14617 GZM - SPS - ５- ０８０- J 臨床教育学質的研究法特論 双・ベ 後・２ 木　６ 宮原　順寛
14591 GZM - SPS - ５- ０９４- J 学校経営特論 面・ベ 前・２ 不定期 粟野　正紀
14609 GZM - SPS - ５- ３０８- J 教育指導論特別演習 双面・旭 通・２ 不定期 黒谷　和志
14359 GZM - SPS - ５- １０４- J 教育心理学特論 双・ベ 通・２ 不定期 戸田　まり
14360 GZM - SPS - ５- １１６- J 教育心理学特別演習 面・釧 通・２ 水　７ 浅井　継悟
14546 GZM - SPS - ５- １２４- J 発達心理学特論 双面・ベ 通・２ 不定期 田中　美歩
14361 GZM - SPS - ５- １２６- J 発達心理学特論 面・釧 前・２ 不定期 半澤　礼之
14365 GZM - SPS - ５- １３０- J 臨床発達心理学特論 双・ベ 後・２ 火　７ 植木　克美
14508 GZM - SPS - ５- １４３- J 保育臨床研究特別演習 双・ベ 前・２ 金　７ 植木・渡部
14509 GZM - SPS - ５- １５７- J 発達臨床心理学特別演習 面・函 後・２ 不定期 本田　真大

14368 GZM - SPS - ５- １６１- J 特別支援教育コーディネート特論 双・べ 通・２ 不定期 植木・松見・
氣田・未定

14619 GZM - SPS - ５- １９１- J 学校カウンセリング特別演習 双・ベ 通・２ 不定期
植木・宮原・
小岩・牧野・
伊藤

14376 GZM - SPS - ５- １９３- J 心理学研究法特論 双・ベ 後・２ 土 戸田　弘二

14549 GZM - SPS - ５- ２０３- J 臨床心理事例研究法特別演習Ⅰ 双・べ 前・２ 水　６ 平野・齋藤・
小岩

14550 GZM - SPS - ５- ２０４- J 臨床心理事例研究法特別演習Ⅱ 双・べ 後・２ 水６･7,隔 平野・齋藤・
小岩

14939 GZM - SPS - ５- ２１３- J 学校心理学特別演習 面・ベ 前・２ 金　６ 齋藤・小岩

14377
GZM - SPS - ５- ２１５- J 学校心理学特別演習 出・旭 通・２ 不定期 齋藤・小岩
GZM - SPS - ５- ２１６- J 学校心理学特別演習 出・釧 通・２ 不定期 齋藤・小岩
GZM - SPS - ５- ２１７- J 学校心理学特別演習 出・函 通・２ 不定期 齋藤・小岩

14378 GZM - SPS - ５- ２２１- J 臨床心理学特論Ⅱ 面・ベ 通・２ 不定期 平野　直己
14379 GZM - SPS - ５- ２３０- J 臨床心理学特論Ⅲ オ・べ 前・２ 不定期 三上　謙一
14547 GZM - SPS - ５- ２４５- J 臨床心理学特論Ⅳ 面・旭 前・２ 水　７ 久能　弘道
14548 GZM - SPS - ５- ２５３- J 非行臨床心理学特別演習 面・ベ 後・２ 不定期 平野　直己
14382 GZM - SPS - ５- ２６０- J 臨床心理面接特論Ⅰ 双・ベ 前・２ 火　７ 小岩　広平
14383 GZM - SPS - ５- ２７０- J 臨床心理面接特論Ⅱ 双・ベ 後・２ 火　６ 齋藤　暢一朗
14384 GZM - SPS - ５- ２８３- J 臨床心理査定演習Ⅱ 実・ベ 後・２ 水６･7,隔 小岩　広平
14385 GZM - SPS - ５- ２８７- J 臨床心理査定演習Ⅱ 実・函 後・２ 不定期 渡邊　紀子
14386 GZM - SPS - ５- ２８５- J 臨床心理査定演習Ⅱ 実・旭 後・２ 土 丸山　利弥
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専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

選
　
　
　
　
択
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

14387 GZM - SPS - ５- ２８６- J 臨床心理査定演習Ⅱ 実・釧 後・２ 不定期 渡邊　紀子
14950 GZM - SPS - ５- ２９１- J 精神病理学特論 双・ベ 通・２ 不定期 朴・山下

14388 GZM - SPS - ５- ３０３- J 臨床心理基礎実習   実・ベ 通・２

（前期）
土１・２
（後期）
土２・３

植木・三上・
武田・未定

14513 GZM - SPS - ５- ３０５- J 臨床心理基礎実習   実・函 通・２ 不定期 本田　真大
14389 GZM - SPS - ５- ３０６- J 臨床心理基礎実習   実・旭 通・２ 不定期 松田　　剛
14390 GZM - SPS - ５- ３０７- J 臨床心理基礎実習   実・釧 通・２ 不定期 浅井　継悟

14592 GZM - SPS - ６- ３１３- J 臨床心理実習Ⅰ   実・ベ 通・１ 不定期 平野・齋藤・
小岩・安田

14593 GZM - SPS - ６- ３２３- J 臨床心理実習Ⅱ     実・ベ 通・１ 不定期 米島　広明
14594 GZM - SPS - ６- ３３５- J 臨床心理実習Ⅲ 実・旭 通・１ 土 久能　弘道
14595 GZM - SPS - ６- ３４１- J 臨床心理実習Ⅳ 実・ベ 通・１ 不定期 北川・上田
14596 GZM - SPS - ６- ３５１- J 臨床心理実習Ⅴ 実・ベ 通・１ 不定期 佐野　恭敏
14597 GZM - SPS - ６- ３６７- J 臨床心理実習Ⅵ    実・函 通・１ 不定期 未　　定
14598 GZM - SPS - ６- ３７５- J 臨床心理実習Ⅶ 実・旭 通・１ 不定期 丸山　利弥
14599 GZM - SPS - ６- ３８６- J 臨床心理実習Ⅷ 実・釧 通・１ 不定期 岩淵・益子
14600 GZM - SPS - ６- ３９１- J 臨床心理実習Ⅸ 実・ベ 通・１ 不定期 勝田・佐藤
14608 GZM - SPS - ６- ３９２- J 臨床心理実習Ⅹ 実・べ 通・１ 不定期 田瓜　まどか

課題研究 14500 GZM - THR - ６- ４２１-Ｊ 課題研究 面･出･全 4 不定期

浅井・植木・
久能・齋藤・
本田・平野・
三上・宮原・
小岩・庄井

授 

業 

形 

態 

等

双：双方向遠隔講義・演習
実：実習
面：対面方式
出：出張講義
オ：オンデマンド授業
全：ベースキャンパス及び全てのサテライトで開講
ベ：ベースキャンパスで開講
函：函館校で開講
旭：旭川校で開講
釧：釧路校で開講

（例１）双・べは，�ベースキャンパスから発信する双方向遠隔講義
（例２）双・全は，�ベースキャンパス及びサテライトに授業担当教員がおり，

相互に発信する双方向遠隔講義
（例３）出・旭は，�ベースキャンパス専任教員が旭川サテライトに出向いて

行う対面方式の授業
（例４）面・函は，函館校のみで開講する対面方式の授業
（例５）実・全は，�ベースキャンパス及び全てのサテライトで開講する実習
（例６）面・出・全は，�課題研究においてベースキャンパス専任教員がサテ

ライトに出向き，サテライト教員と共同して行う対
面方式の授業

（注）他専修学生の受講制限　　学校臨床心理専修で開設する科目のうち，次の科目は，他専修の学生は受講できません。
　　（�学校臨床心理特論，臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，臨床心理査定演習Ⅰ・Ⅱ，学校カウンセリング特別演習，臨床心理事例研究法特別

演習Ⅰ・Ⅱ，臨床心理面接特論Ⅰ・Ⅱ，臨床心理基礎実習，臨床心理実習Ⅰ～Ⅹ）
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８　担当教員研究概要

学校臨床心理専修　専任教員

所属・職・氏名 研　　　　　 究　　　　　 概　　　　　 要

学校臨床心理専攻
教授
　植　木　克　美

　子どもの発達支援を軸に据え，教師・保育士・療育担当者，保護者への支援をテー
マにして，地域臨床心理実践，高等教育機関における実践をフィールドとした研究
に携わっている。そして，実践の「ふりかえり」支援を行うのに有効なICT活用の
検討を臨床発達心理学，特別支援教育，情報学の複合的視野から進めている。教師
の教職経験に伴う保護者支援の変容過程に関する研究，ペアレントトレーニングに
関する研究も行っている。

学校臨床心理専攻　
准教授
　齋　藤　暢一朗

　不登校事例への学校，家庭，地域での支援に関する臨床心理学的な研究を行って
いる。また，若年層から中高年層にわたるひきこもり事例に対するアウトリーチの
実践を通した，家族支援と訪問支援のモデル構築を研究している。心理療法につい
ては，トラウマケアの視点から，心身の不調や不適応についてのアプローチの探求
を行っており，この視点から個人臨床を越えてコミュニティの危機介入や災害支援
等の実践を行っている。

学校臨床心理専攻
准教授
　宮　原　順　寛

　授業づくり・学級づくり・学校づくりに関して，教育者と学習者との相互作用研
究および教科内容研究に裏打ちされた実践知と理論知の生成を目指して，教育方法
学を基盤とした研究を行っている。これらに関わる補完的な研究テーマとして，教
育的タクト論，教員養成・教員研修，現象学的解釈学的教育学，教育メディア，学
校ボランティア，学校評価・授業評価，身体論，ドラマ論等についても考察を重ね
ている。

学校臨床心理専攻
准教授　
　小　岩　広　平

　臨床心理学を専門とする。その中でも家族療法のコミュニケーション理論を基盤
とし，教育現場，家庭，組織など，あらゆる場面で生じるコミュニケーションに関
連した社会問題の解明に取り組んでいる。具体的には，「空気を読めない」と認識
された人物への攻撃行動がいじめへと過激化するプロセスの研究，「いじり」やか
らかいのコミュニケーションの実態とその対策，デートDVにおける被害者の認識，
家庭内の金融教育が子どものメンタルヘルスに与える影響などの研究を重ねている。

函館校教授
　本　田　真　大

　学校における集団・個別への援助の実践から得られた問いを研究し，研究成果を
実践に還元することを志向している。特に子ども・若者と保護者の悩みの相談（援
助要請，SOSの出し方・支え方）に関する研究を進め，認知行動療法やカウンセリ
ング技法への応用を進めている。

旭川校教授
　久　能　弘　道

　学校教育現場における，児童生徒に関わる心理臨床的援助及び保護者・教師への
支援について，理論・実践の両面から研究を進めている。スクールカウンセラー，
産業カウンセラー，心理教育相談室スーパーバイザー等，地域の様々な援助ニーズ
をもつクライエントへの心理臨床実践を行いながら，解決志向アプローチの学校教
育実践への応用，ブリーフセラピーを中心とした変化の原理，及びコミュニケーショ
ン理論をテーマとして取り組んでいる。
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所属・職・氏名 研　　　　　 究　　　　　 概　　　　　 要

釧路校准教授
　浅　井　継　悟

　システム論，コミュニケーション論に基づいた家族療法，ブリーフセラピー
（MRIアプローチ，解決志向アプローチ）を臨床のオリエンテーションとしている。
これらの心理療法の考え方をどのように学校現場，地域社会に生かしていくのかに
ついて強い関心を持っている。また，事例記述的な研究にとどまらず，上記の心理
療法の考え方を生かし，実証的な研究として，自分を抑え他者に合わせる心理的な
状態・特性である過剰適応についての研究や，大規模災害時のストレス反応につい
ての研究なども行っている。

札幌校教授
　平　野　直　己

　心理療法から地域実践までさまざまなセッティングにおいて，主に精神分析学の
発想に基づいて，子ども（乳幼児から青年期まで）の学びや育ちを支援するアプロー
チを実践，研究している。

保健管理センター
教授
　三　上　謙　一

　Bowlbyが開発したアタッチメント（愛着）理論とその研究成果を心理療法の実
践にどのように応用するのかを研究テーマとしている。特に近年はCrittendenの
開発した「アタッチメントと適応の動的－成熟モデル（Dynamic-Maturational 
Model of Attachment and Adaptation：DMM）の日本への導入を試みている。アタッ
チメント理論は臨床実践と実証研究との間の，そして心理療法各学派間の「懸け橋」
になると考えている。

兼任教員

所属・職・氏名 研　　　　　 究　　　　　 概　　　　　 要

札幌校准教授
　粟　野　正　紀

　年齢主義の義務教育制度において，いかに課程の修得を保障するかという課題意
識のもと，現在，日本の学校体系となっている６・３制学校体系が，アメリカ合衆
国において，どのように成立したのかを検討している。とりわけ，学年から学年へ
と進級方式が試験の合否から年齢に基づくものへ転換した背景に着目しながら，歴
史的に検討を進めている。

札幌校特任教授
　戸　田　弘　二

　愛着が青年期以降の対人関係においてどのような役割を果たしているのかについ
て研究している。特に，内的作業モデルの情報処理機能について，潜在的態度との
関わりで研究を進めている。

釧路校教授
　半　澤　礼　之

　専門は生涯発達心理学・教育心理学，キャリア教育。特に青年期を対象として，“過
去-現在-未来の結びつき”として捉えられる時間的展望の形成や再構築について，
「学校から学校」や「学校から社会」といった移行期に焦点を当てて研究を行って
いる。量的研究に加えて質的研究も研究手法として取り入れており，青年たちが移
行期に抱える問題を多面的に理解することを目指している。

旭川校准教授
　黒　谷　和　志

　批判的リテラシーを形成する授業づくりの理論と方法について，諸外国の教育実
践記録を収集・分析することを通して研究している。また，子ども集団づくりを追
究する国内の教育実践記録を分析することを通して，学級づくりの理論と方法につ
いて研究している。



諸　規　則
　本学生便覧に掲載の規則等については必要に応じ改正される
ことがあります。
　最新のものは本学ホームページ「大学紹介」→「規則集」に
掲載されていますので，そちらをご覧ください。
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則

制
　
定
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年
３
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26
日
　

平
成
26
年
学
則
第
１
号
　

　
　

　
第

１
章

　
総

　
　

則
　
　
第
１
節
　
目
的

　
（
目
的
）

第
�１
条
　
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
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，
真
理
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探
究
す
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教
育
研
究
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目
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。

　
　
第
２
節
　
教
育
研
究
組
織
等

　
（
学
部
）

第
２
条
　
本
学
に
，
教
育
学
部
（
以
下
「
学
部
」
と
い
う
。）
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置
く
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２
　
学
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に
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次
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掲
げ
る
課
程
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学
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置
く
。

　
⑴
　
教
員
養
成
課
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⑵
　
国
際
地
域
学
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⑶
　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
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科

３
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規
定
す
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課
程
及
び
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科
に
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表
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攻
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く
。

　
（
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第
３
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に
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置
く
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２
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究
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。）
を
置
き
，
課
程
は
修
士
課
程
及

び
専
門
職
学
位
課
程
と
す
る
。

３
　
前
項
の
研
究
科
に
，
別
表
第
２
に
掲
げ
る
専
攻
及
び
専
修
を
置
く
。

４
�　
第
２
項
の
専
門
職
学
位
課
程
は
，
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
（
平
成
15
年
文
部
科
学
省
令
第
１

号
）
に
定
め
る
教
職
大
学
院
と
す
る
。

　
（
養
護
教
諭
特
別
別
科
）

第
４
条
　
本
学
に
，
養
護
教
諭
特
別
別
科
を
置
く
。

２
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。
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第
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に
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。
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。
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⑷
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⑸
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９
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。
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第
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。
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。
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の
多
様
な
課
題
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
，

幅
広
い
教
養
，
知
性
並
び
に
専
門
的
能
力
を
持
ち
，
子
ど
も
を
深
く
理
解
し
，
北
海
道
の
地
域

特
性
を
活
か
し
た
教
育
実
践
を
創
造
的
に
展
開
す
る
教
員
を
養
成
す
る
。
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⑵
�　
国
際
地
域
学
科
地
域
協
働
専
攻
　
地
域
学
の
基
本
的
知
識
，
教
育
学
的
視
点
及
び
地
域
学
を

支
え
る
諸
科
学
の
専
門
知
識
を
持
ち
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
代
社
会
の
地
域
学
的
問
題
を
俯

瞰
的
に
捉
え
，
国
際
的
視
野
を
持
っ
て
地
域
社
会
の
諸
問
題
の
解
決
の
た
め
に
積
極
的
か
つ
主

体
的
に
行
動
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　
⑶
�　
国
際
地
域
学
科
地
域
教
育
専
攻
　
地
域
の
教
育
的
課
題
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
み
，
特
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
現
代
社
会
に
必
要
な
国
際
性
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
と
と
も

に
，
い
じ
め
，
不
登
校
等
の
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
や
特
別
な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
ど
も

の
支
援
に
先
導
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　
⑷
�　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を

活
か
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
及
び
組
織
の
運
営
に
関
す
る
実
践
的
な
能
力
を
有
し
，
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
地
域
活
性
化
及
び
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
，
新
し
い
文

化
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　
⑸
�　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
音
楽
文
化
専
攻
　
音
楽
文
化
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
促
す
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
，
音
楽
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
，
技
法
及
び
技
能
を
有
し
，
自
ら
の

創
作
活
動
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
，
音
楽
文
化
を
地
域
社
会
に
広
め
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　
⑹
�　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
美
術
文
化
専
攻
　
美
術
文
化
を
地
域
社
会
に
広
め
，
美
術
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
，
表
現
者
と
し
て
も
美
術
に
関
す
る
深
い
造
詣
，
豊
か

な
技
術
及
び
諸
問
題
を
切
り
開
く
構
想
力
を
有
す
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　
⑺
�　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
地
域
社
会
に
広
め
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
，
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学

的
知
識
及
び
技
能
を
有
し
，
ス
ポ
ー
ツ
指
導
が
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
。

　
　
第
２
節
　
入
学
定
員
等
及
び
修
業
年
限

　
（
入
学
定
員
及
び
収
容
定
員
）

第
�14
条
　
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
課
程
及
び
学
科
の
入
学
定
員
並
び
に
収
容
定
員
は
，
別
表
第

１
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
修
業
年
限
）

第
15
条
　
学
部
の
修
業
年
限
は
，
４
年
と
す
る
。

２
　
在
学
期
間
は
，
通
算
し
て
６
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
第
３
節
　
入
学

　
（
入
学
の
時
期
）

第
�16
条
　
入
学
，
編
入
学
，
転
入
学
及
び
再
入
学
の
時
期
は
，
学
年
の
始
め
と
す
る
。
た
だ
し
，
教

育
上
支
障
が
な
い
と
き
は
，
学
期
の
始
め
に
お
い
て
も
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
入
学
資
格
）

第
�17
条
　
本
学
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
，次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

　
⑴
　
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
⑵
�　
通
常
の
課
程
に
よ
る
12
年
の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
（
通
常
の
課
程
以
外
の
課
程
に
よ
り

こ
れ
に
相
当
す
る
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
を
含
む
。）

　
⑶
�　
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
12
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
で

文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
も
の

　
⑷
�　
文
部
科
学
大
臣
が
高
等
学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
定
し
た
在
外

教
育
施
設
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者

　
⑸
�　
専
修
学
校
の
高
等
課
程
（
修
業
年
限
が
３
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）
で
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
文
部
科

学
大
臣
が
定
め
る
日
以
後
に
修
了
し
た
者

　
⑹
　
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者

　
⑺
�　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
規
則
（
平
成
17
年
文
部
科
学
省
令
第
１
号
）
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
（
同
規
則
附
則
第
２
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
大
学

入
学
資
格
検
定
規
程
（
昭
和
26
年
文
部
省
令
第
13
号
）
に
よ
る
大
学
入
学
資
格
検
定
に
合
格
し

た
者
を
含
む
。）

　
⑻
�　
本
学
に
お
い
て
，
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
，
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
で
，
18
歳
に
達
し
た
も
の

　
（
入
学
志
願
手
続
）

第
�18
条
　
本
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
所
定
の
入
学
願
書
に
検
定
料
及
び
別
に
定
め
る
書
類
を

添
え
て
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

２
　
既
に
納
付
さ
れ
た
検
定
料
は
，
別
に
定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
返
還
し
な
い
。

　
（
入
学
者
の
選
考
）

第
�19
条
　
前
条
の
入
学
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
入
学
者
受
入
方
針
に
基
づ
き
，
公
正
か
つ
妥
当
な
方

法
に
よ
り
選
考
す
る
。

２
　
入
学
者
の
選
考
に
関
し
て
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
）

第
�20
条
　
前
条
の
選
考
に
よ
り
合
格
し
た
者
は
，
所
定
の
期
日
ま
で
に
，
別
に
定
め
る
書
類
を
提
出

す
る
と
と
も
に
，
所
定
の
入
学
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
入
学
料
に
つ
い
て

は
，
第
73
条
に
規
定
す
る
入
学
料
の
免
除
又
は
徴
収
猶
予
を
申
請
中
の
者
を
除
く
。

２
　
前
項
に
よ
り
納
入
さ
れ
た
入
学
料
は
返
還
し
な
い
。

３
　
学
長
は
，
第
１
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
入
学
を
許
可
す
る
。

　
（
編
入
学
）

第
�21
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
，
本
学
に
編
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と

き
は
，
選
考
の
上
，
相
当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
⑴
　
大
学
を
卒
業
し
た
者

　
⑵
　
大
学
に
２
年
以
上
在
学
し
，
62
単
位
以
上
を
修
得
し
た
者

　
⑶
　
そ
の
他
法
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
編
入
学
で
き
る
者

２
　
編
入
学
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
転
入
学
）

第
�22
条
　
他
の
大
学
に
１
年
以
上
在
学
し
て
い
る
者
で
，
本
学
に
転
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る

と
き
は
，
選
考
の
上
，
相
当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
転
入
学
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
転
専
攻
）

第
�23
条
　
学
長
は
，
一
の
専
攻
の
学
生
で
あ
っ
て
他
の
専
攻
に
転
専
攻
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き

は
，
転
専
攻
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
転
専
攻
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
再
入
学
）

第
�24
条
　
正
当
な
理
由
で
本
学
を
退
学
し
た
者
で
，
再
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
，
選

考
の
上
，
相
当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
再
入
学
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
第
４
節
　
教
育
課
程
の
編
成
等

　
（
教
育
課
程
の
編
成
方
針
及
び
基
準
）

第
�25
条
　
教
育
課
程
は
，
教
員
養
成
課
程
，
国
際
地
域
学
科
及
び
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
の
各

専
攻
の
教
育
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
開
設
し
，
体
系
的
に
編
成
す
る

も
の
と
す
る
。

２
�　
授
業
科
目
の
種
類
，
単
位
数
及
び
履
修
方
法
に
関
す
る
教
育
課
程
の
編
成
基
準
は
，
別
に
定
め

る
。
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（
単
位
の
計
算
方
法
）

第
�26
条
　
各
授
業
科
目
の
単
位
の
計
算
方
法
は
，
１
単
位
の
授
業
科
目
を
45
時
間
の
学
修
を
必
要
と

す
る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
，
授
業
の
方
法
に
応
じ
，
当
該
授
業
に
よ
る
教

育
効
果
，
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
，
次
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
⑴
�　
講
義
及
び
演
習
に
つ
い
て
は
，
15
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
，
演
習

に
つ
い
て
は
，
30
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑵
�　
実
験
，実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
，
30
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
。
た
だ
し
，

授
業
の
内
容
に
よ
っ
て
は
，
45
時
間
を
も
っ
て
１
単
位
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
１
つ
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
，
２
つ
以
上
の
授
業
の
方
法
を
併
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
，
そ

の
組
合
せ
に
応
じ
，
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
考
慮
し
て
単
位
の
計
算
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３
�　
前
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
学
士
論
文
，
卒
業
研
究
，
卒
業
制
作
及
び
卒
業
演
奏
等
の
授

業
科
目
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ら
の
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て
単
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
切
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
，
こ
れ
ら
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
単
位
の
計
算
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
（
授
業
期
間
）

第
�27
条
　
各
授
業
科
目
の
授
業
は
，
15
週
に
わ
た
る
期
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
，
外
国
語
の
演
習
，
体
育
実
技
等
の
授
業
に
つ
い
て
教
育
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
授
業
の
方
法
）

第
�28
条
　
授
業
は
，
講
義
，
演
習
，
実
験
，
実
習
若
し
く
は
実
技
又
は
こ
れ
ら
の
併
用
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

２
�　
前
項
の
授
業
は
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度

に
利
用
し
て
，
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
�　
第
１
項
の
授
業
を
，
外
国
に
お
い
て
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
，
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
，
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
場

合
に
つ
い
て
も
，
同
様
と
す
る
。

４
�　
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
第
１
項
の
授
業
の
一
部
を
，
校
舎
及
び
附
属

施
設
以
外
の
場
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
単
位
の
授
与
）

第
�29
条
　
授
業
科
目
を
履
修
し
，
そ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
，
所
定
の
単
位
を
与
え
る
。
た
だ

し
，
第
26
条
第
３
項
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
，
適
切
な
方
法
に
よ
り
学
修
の
成
果
を
評
価
し
て

単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
成
績
の
評
価
）

第
�30
条
　
授
業
科
目
の
試
験
の
成
績
は
，
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｄ
及
び
Ｆ
の
５
段
階
に
よ
り
評
価
し
，
Ａ
，

Ｂ
，
Ｃ
及
び
Ｄ
を
合
格
と
し
，
Ｆ
を
不
合
格
と
す
る
。

２
　
前
項
の
評
価
の
方
法
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
第
５
節
　
履
修
，
学
修
等

　
（
履
修
科
目
登
録
の
上
限
）

第
�31
条
　
学
生
が
各
年
次
に
わ
た
っ
て
適
切
に
授
業
科
目
を
履
修
す
る
た
め
，
学
生
が
１
学
期
に
履

修
科
目
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
の
上
限
を
別
に
定
め
る
。

２
�　
所
定
の
単
位
を
優
れ
た
成
績
を
も
っ
て
修
得
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
，
前
項
に
定
め
る
上
限
を
超
え
て
履
修
科
目
の
登
録
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
修
学
指
導
）

第
�32
条
　
学
部
学
生
に
対
し
て
適
切
な
修
学
等
の
助
言
，
指
導
を
行
う
た
め
，
学
生
指
導
教
員
を
置

く
。

２
　
学
生
指
導
教
員
の
指
導
内
容
等
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
他
の
課
程
又
は
学
科
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
�33
条
　
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
に
他
の
課
程
又
は
学
科
の
授
業
科
目
を
履

修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
授
業
科
目
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
�34
条
　
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
と
の
協
議
に
基
づ
き
，

学
生
に
当
該
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
り
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
は
，
30
単
位
を
超
え
な
い

範
囲
で
，
本
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
２
項
の
規
定
は
，
学
生
が
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
留
学
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

　
（
大
学
以
外
の
教
育
施
設
等
に
お
け
る
学
修
）

第
�35
条
　
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
行
う
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の

専
攻
科
に
お
け
る
学
修
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
を
，
本
学
に
お
け
る
授
業
科

目
の
履
修
と
み
な
し
，
単
位
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
，
前
条
第
２
項
に
よ
り
本
学
に
お
い
て
修
得
し

た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
30
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
休
学
期
間
中
の
外
国
の
大
学
等
に
お
け
る
学
修
）

第
�36
条
　
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
行
う
休
学
期
間
中
の
外
国
の
大
学
又
は

短
期
大
学
に
お
け
る
学
修
を
，
本
学
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
と
み
な
し
，
単
位
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
，
第
34
条
第
２
項
及
び
前
条
第
２
項
に
よ
り
本

学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
30
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
入
学
前
の
既
修
得
単
位
等
の
認
定
）

第
�37
条
　
本
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
う
ち
，
本
学
又
は
他
の
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
を
卒

業
又
は
中
途
退
学
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
当
該
者
が

本
学
又
は
他
の
大
学
若
し
く
は
短
期
大
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
を
，
本
学
に
お
い
て
修
得
し

た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
は
，
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
を
卒
業
又
は
中
途
退
学
し
，
本
学
に
入
学
を
許

可
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
�　
本
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
う
ち
，
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
専
攻
科
に
お
け
る

学
修
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
学
修
に
よ
り
単
位
等
を
修
得
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
こ
の
単
位
等
を
本
学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

４
�　
本
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
う
ち
，
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
31
年
文
部
省
令
第
28
号
）
に

定
め
る
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
に
つ
い
て
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き

は
，
こ
の
単
位
を
，
本
学
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

５
�　
前
各
項
に
よ
り
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
単
位
数
は
，
編
入
学
及
び
転
入
学
の
場
合
を
除
き
，
本

学
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
，
合
わ
せ
て
30
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と

す
る
。

　
　
第
６
節
　
卒
業
及
び
学
位
の
授
与
等

　
（
卒
業
及
び
学
位
）

第
�38
条
　
本
学
に
４
年
以
上
在
学
し
，
所
定
の
授
業
科
目
及
び
単
位
を
修
得
し
た
者
に
対
し
，
学
長

は
，
教
授
会
の
意
見
を
聴
取
の
上
，
卒
業
を
認
定
す
る
。

２
�　
前
項
に
規
定
す
る
所
定
の
単
位
の
う
ち
，
第
28
条
第
２
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
り
修
得
す
る
単

位
数
は
60
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
に
よ
り
卒
業
し
た
者
に
，
学
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。
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４
　
学
位
の
授
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
教
育
職
員
免
許
状
）

第
�39
条
　
教
員
養
成
課
程
を
卒
業
し
た
者
は
，
修
得
し
た
科
目
に
応
じ
て
，
教
育
職
員
免
許
法
（
昭

和
24
年
法
律
第
14
7号
。
以
下
「
免
許
法
」
と
い
う
。）
に
定
め
る
免
許
状
の
う
ち
，
別
表
第
３
に

掲
げ
る
免
許
状
の
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
で
き
る
。

２
�　
国
際
地
域
学
科
地
域
協
働
専
攻
又
は
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
（
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ

ス
専
攻
を
除
く
。）
を
卒
業
し
た
者
で
，
免
許
法
に
定
め
る
所
要
の
単
位
を
修
得
し
た
も
の
は
，

免
許
法
に
定
め
る
免
許
状
の
う
ち
，
別
表
第
４
に
掲
げ
る
免
許
状
の
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
で

き
る
。

３
�　
国
際
地
域
学
科
地
域
教
育
専
攻
を
卒
業
し
た
者
は
，
修
得
し
た
科
目
に
応
じ
て
，
免
許
法
に
定

め
る
免
許
状
の
う
ち
，
別
表
第
４
に
掲
げ
る
免
許
状
の
授
与
の
所
要
資
格
を
取
得
で
き
る
。

４
�　
前
３
項
の
ほ
か
，
所
要
の
単
位
を
修
得
し
た
場
合
は
，
他
の
免
許
状
の
授
与
の
所
要
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

　
第

３
章

　
大

 学
 院

　
　
第
１
節
　
目
的

　
（
目
的
）

第
�40
条
　
大
学
院
は
，学
部
に
お
け
る
一
般
的
及
び
専
門
的
教
養
の
基
礎
の
上
に
，広
い
視
野
に
立
っ

て
精
深
な
学
識
を
修
め
，
専
門
分
野
に
お
け
る
理
論
と
応
用
の
研
究
能
力
及
び
教
育
実
践
の
場
に

お
け
る
教
育
研
究
の
推
進
者
と
し
て
の
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
�　
大
学
院
の
各
専
攻
に
お
け
る
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
の
目
的
は
次

の
と
お
り
と
す
る
。

　
⑴
�　
学
校
臨
床
心
理
専
攻
　
心
理
臨
床
，
教
育
臨
床
，
発
達
臨
床
の
各
領
域
に
お
け
る
専
門
的
研

究
を
深
め
，
様
々
な
心
と
関
係
性
の
問
題
の
援
助
を
必
要
と
す
る
幼
児
，
児
童
及
び
生
徒
に
対

し
て
の
支
援
を
有
効
に
進
め
る
こ
と
の
で
き
る
高
度
な
専
門
的
能
力
の
形
成
を
図
り
，
子
ど
も

を
理
解
す
る
力
，
分
析
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
力
，
発
達
を
支
援
し
て
い
く
力
，
保
護
者
，

学
校
，
専
門
機
関
等
の
間
で
の
連
携
及
び
協
働
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
力
，
実
践
的
課
題
を

発
見
し
て
研
究
的
な
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
力
並
び
に
こ
れ
ら
の
応
用
的
な
能
力
を
基
盤

と
し
て
支
え
る
専
門
的
知
識
等
を
身
に
付
け
た
教
員
，
心
理
士
等
を
養
成
す
る
。

　
⑵
�　
高
度
教
職
実
践
専
攻
　
学
校
現
場
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
理
論
的
・
実
践
的
研
究
を

深
め
，
教
師
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
，
学
校
全
体
を
俯
瞰
し
て
課
題
解
決
に
あ
た
る
た
め
の

高
度
な
専
門
的
能
力
及
び
実
践
力
の
形
成
を
図
り
，
子
ど
も
理
解
力
，
学
習
指
導
力
，
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
，
連
携
・
協
働
力
及
び
実
践
的
研
究
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成
す
る
。

　
　
第
２
節
　
入
学
定
員
等
及
び
修
業
年
限

　
（
入
学
定
員
及
び
収
容
定
員
）

第
41
条
　
研
究
科
の
入
学
定
員
及
び
収
容
定
員
は
，
別
表
第
２
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
修
業
年
限
）

第
42
条
　
修
業
年
限
は
，
２
年
と
す
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
第
55
条
の
規
定
に
よ
り
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
を
認

め
ら
れ
た
者
の
修
業
年
限
は
，
そ
の
認
め
ら
れ
た
期
間
と
す
る
。

３
�　
前
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
別
に
定
め
る
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
が

許
可
さ
れ
た
者
の
修
業
年
限
は
，
３
年
と
す
る
。

４
�　
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
専
門
職
学
位
課
程
に
お
い
て
，
主
と
し
て
実
務
の
経
験
を
有

す
る
者
に
対
し
て
教
育
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
，
か
つ
，
昼
間
と
併
せ
て
夜
間
そ
の
他
特
定
の
時

間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
教
育
上
支
障
を
生
じ
な
い
場
合
に

お
い
て
，
教
育
上
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
修
業
年
限
を
１
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
以

下
，
本
項
に
基
づ
き
修
業
年
限
を
１
年
と
し
た
学
生
を
「
短
期
履
修
学
生
」
と
い
う
。）

５
　
前
項
の
短
期
履
修
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

６
�　
第
53
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
学
生
が
入
学
す
る
前
に
大
学
院
又
は
他
の
大
学
院
に
お
い
て

修
得
し
た
単
位
を
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
場
合
で
あ
っ
て
，
当
該
単
位
の
修

得
に
よ
り
修
士
課
程
の
教
育
課
程
の
一
部
を
履
修
し
た
と
認
め
る
と
き
は
，
当
該
単
位
数
，
そ
の

修
得
に
要
し
た
期
間
そ
の
他
を
勘
案
し
て
１
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
，
修
士
課
程
に
在
学
し
た
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
，
１
年
以
上
在
学
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

７
�　
在
学
期
間
は
，
通
算
し
て
４
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
，
第
２
項
及
び
第
３
項

に
定
め
る
者
に
係
る
在
学
期
間
は
，
当
該
修
業
年
限
に
２
年
を
加
え
た
年
数
を
超
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
第
３
節
　
入
学

　
（
入
学
資
格
）

第
�43
条
　
大
学
院
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
，
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

　
⑴
　
大
学
を
卒
業
し
た
者

　
⑵
�　
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）
第
10
4条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
学
士
の
学
位
を

授
与
さ
れ
た
者

　
⑶
　
外
国
に
お
い
て
，
学
校
教
育
に
お
け
る
16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

　
⑷
�　
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

　
⑸
�　
我
が
国
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
の
課
程
（
そ
の
修
了
者
が
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け

る
16
年
の
課
程
を
修
了
し
た
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）
を
有
す
る
も
の
と
し
て
当
該
外
国
学

校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定

す
る
も
の
の
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者

　
⑹
�　
外
国
の
大
学
そ
の
他
の
外
国
の
学
校（
そ
の
教
育
研
究
活
動
等
の
総
合
的
な
状
況
に
つ
い
て
，

当
該
外
国
の
政
府
又
は
関
係
機
関
の
認
証
を
受
け
た
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
た
も
の
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
に
限
る
。）
に
お
い
て
，
修
業

年
限
が
３
年
以
上
で
あ
る
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
（
当
該
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お

け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
及
び

当
該
外
国
の
学
校
教
育
制
度
に
お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
っ
て
前
号
の
文
部
科

学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
も
の
に
お
い
て
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
を
含
む
。）
に
よ
り
，
学
士

の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

　
⑺
�　
専
修
学
校
の
専
門
課
程
（
修
業
年
限
が
４
年
以
上
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
が

定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）
で
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
を
文
部
科

学
大
臣
が
定
め
る
日
以
後
に
修
了
し
た
者

　
⑻
　
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者
（
昭
和
28
年
文
部
省
告
示
第
５
号
）

　
⑼
�　
大
学
院
に
お
い
て
，
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
，
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
で
，
22
歳
に
達
し
た
も
の

　
（
入
学
志
願
手
続
）

第
�44
条
　
大
学
院
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
所
定
の
入
学
願
書
に
検
定
料
及
び
別
に
定
め
る
書
類

を
添
え
て
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

２
�　
既
に
納
付
さ
れ
た
検
定
料
は
，
返
還
し
な
い
。
た
だ
し
，
学
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
，
検

定
料
を
不
徴
収
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
転
入
学
）

第
�45
条
　
大
学
院
に
転
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
，
欠
員
の
あ
る
場
合
に
限
り
，
選
考
の

上
，
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。
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（
再
入
学
）

第
�46
条
　
大
学
院
を
退
学
し
た
者
で
，
２
年
以
内
に
再
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
，
欠

員
の
あ
る
場
合
に
限
り
，
選
考
の
上
，
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
第
４
節
　
教
育
方
法
等

　
（
修
士
課
程
の
教
育
方
法
）

第
�47
条
　
修
士
課
程
の
教
育
は
，
授
業
科
目
の
授
業
及
び
学
位
論
文
の
作
成
等
に
対
す
る
指
導
（
以

下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
�　
前
項
の
授
業
は
，
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度

に
利
用
し
て
，
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
�　
第
１
項
の
授
業
を
，
外
国
に
お
い
て
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
に
よ
り
，
多

様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
，
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
場

合
に
つ
い
て
も
，
同
様
と
す
る
。

４
�　
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
第
１
項
の
授
業
の
一
部
を
，
校
舎
及
び
附
属

施
設
以
外
の
場
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
専
門
職
学
位
課
程
の
教
育
方
法
）

第
48
条
　
専
門
職
学
位
課
程
の
教
育
は
，
授
業
科
目
の
授
業
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
�　
前
項
の
授
業
は
，
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
，
当
該
授
業
を
行
う
教
室
等
以
外
の

場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
授
業
科
目
及
び
履
修
方
法
）

第
�49
条
　
大
学
院
の
専
攻
別
及
び
専
修
別
の
授
業
科
目
，
単
位
数
及
び
履
修
方
法
並
び
に
研
究
指
導

の
内
容
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
研
究
指
導
教
員
等
）

第
�50
条
　
学
長
は
，修
士
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
の
指
導
及
び
研
究
指
導
を
行
う
た
め
に
，

学
生
ご
と
に
研
究
指
導
教
員
を
定
め
る
。

２
�　
学
長
は
，
専
門
職
学
位
課
程
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
の
指
導
を
行
う
た
め
に
，
学
生
ご
と

に
指
導
教
員
を
定
め
る
。

　
　
第
５
節
　
履
修
等

　
（
修
士
課
程
の
他
の
大
学
院
に
お
け
る
履
修
）

第
�51
条
　
修
士
課
程
に
お
い
て
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
当
該
他
の
大
学
院
と
協

議
の
上
，
学
生
に
当
該
他
の
大
学
院
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
り
，
他
の
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
は
，
15
単
位
を
超
え
な
い
範
囲

で
，
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
２
項
の
規
定
は
，
学
生
が
外
国
の
大
学
院
に
留
学
す
る
場
合
に
準
用
す
る
。

　
（
専
門
職
学
位
課
程
の
他
の
大
学
院
に
お
け
る
履
修
）

第
�52
条
　
専
門
職
学
位
課
程
に
お
い
て
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
当
該
他
の
大
学

院
と
協
議
の
上
，
学
生
に
当
該
他
の
大
学
院
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
り
，
他
の
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
は
，
20
単
位
を
超
え
な
い
範
囲

で
，
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
修
士
課
程
の
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

第
�53
条
　
修
士
課
程
に
お
い
て
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
入
学
す
る
前
に

大
学
院
又
は
他
の
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
大
学
院
又
は
他
の
大
学
院
に
お
い
て
科
目

等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
を
，
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
の
う
ち
他
の
大
学
院
に
お

い
て
修
得
し
た
単
位
数
は
，転
入
学
等
の
場
合
を
除
き
，
15
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
し
，か
つ
，

第
51
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ

て
，
20
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
専
門
職
学
位
課
程
の
入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
）

第
�54
条
　
専
門
職
学
位
課
程
に
お
い
て
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
が
入
学
す

る
前
に
大
学
院
又
は
他
の
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
単
位
（
大
学
院
又
は
他
の
大
学
院
に
お
い

て
科
目
等
履
修
生
と
し
て
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。）
を
，
大
学
院
に
お
い
て
修
得
し
た
も
の
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
の
う
ち
他
の
大
学
院
に
お

い
て
修
得
し
た
単
位
数
は
，
編
入
学
，
転
学
等
の
場
合
を
除
き
，
当
該
専
攻
に
お
い
て
修
得
し
た

単
位
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
，
第
52
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
専
攻
に
お
い

て
修
得
し
た
と
み
な
す
単
位
数
と
合
わ
せ
て
20
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
長
期
に
わ
た
る
教
育
課
程
の
履
修
）

第
�55
条
　
学
生
が
，
職
業
を
有
し
て
い
る
等
の
事
情
に
よ
り
，
修
業
年
限
を
超
え
て
一
定
の
期
間
に

わ
た
り
計
画
的
に
教
育
課
程
を
履
修
し
修
士
課
程
又
は
専
門
職
学
位
課
程
を
修
了
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
，
審
査
の
上
，
そ
の
超
え
る
在
学
期
間
に
つ
い
て
は
，
２
年
を
限

度
に
計
画
的
な
履
修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
教
育
課
程
の
履
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
教
育
方
法
の
特
例
）

第
�56
条
　
教
育
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
，
特
定
の
時
間
及
び
時
期
並
び
に
特
定

の
場
所
に
お
い
て
授
業
及
び
研
究
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
単
位
の
授
与
）

第
�57
条
　
履
修
し
た
授
業
科
目
の
単
位
の
授
与
は
，
筆
記
試
験
，
口
述
試
験
，
実
技
試
験
又
は
研
究

報
告
に
よ
り
行
う
。

　
　
第
６
節
　
修
了
及
び
学
位
の
授
与
等

　
（
修
士
課
程
の
修
了
）

第
�58
条
　
修
士
課
程
の
修
了
に
は
，
第
42
条
に
規
定
す
る
修
業
年
限
以
上
在
学
し
,第
49
条
の
規
定

に
よ
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
30
単
位
以
上
を
修
得
し
，か
つ
，必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
者
で
，

修
士
論
文
を
提
出
し
，
そ
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
特

に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
者
の
在
学
期
間
に
関
し
て
は
，
当
該
課
程
に
１
年
以
上
在
学
す
れ
ば
足

り
る
も
の
と
す
る
。

２
�　
修
士
論
文
に
つ
い
て
は
，
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
，
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
成

果
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
学
長
は
，
教
授
会
の
意
見
を
聴
取
の
上
，
修
士
課
程
の
修
了
を
認
定
す
る
。

　
（
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
）

第
�59
条
　
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
に
は
，
第
42
条
に
規
定
す
る
修
業
年
限
以
上
在
学
し
，
第
49
条

の
規
定
に
よ
る
授
業
科
目
に
つ
い
て
46
単
位
以
上
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�　
前
項
の
修
了
要
件
の
う
ち
，
本
学
が
教
育
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
，
入
学
前
に
，
幼
稚
園
，

小
学
校
，
中
学
校
，
義
務
教
育
学
校
，
高
等
学
校
，
中
等
教
育
学
校
，
特
別
支
援
学
校
及
び
就
学

前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
，
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
18
年
法

律
第
77
号
）
第
２
条
第
７
項
に
規
定
す
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
小
学
校
等
」
と

い
う
。）
の
教
員
と
し
て
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
，５
単
位
を
超
え
な
い
範
囲
で
，

小
学
校
等
の
実
習
に
よ
り
修
得
す
る
単
位
を
修
得
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
，
当
該
科
目
の
履
修

を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
学
長
は
，
教
授
会
の
意
見
を
聴
取
の
上
，
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
を
認
定
す
る
。

　
（
学
位
の
授
与
）

第
60
条
　
修
士
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
，
修
士
の
学
位
を
授
与
す
る
。

２
　
専
門
職
学
位
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は
，
教
職
修
士
（
専
門
職
）
の
学
位
を
授
与
す
る
。
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３
　
学
位
の
授
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
教
育
職
員
免
許
状
）

第
�61
条
　
教
育
職
員
免
許
状
授
与
の
所
要
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
，
免
許
法
及
び
教
育
職
員
免

許
法
施
行
規
則
（
昭
和
29
年
文
部
省
令
第
26
号
）
に
定
め
る
所
要
の
単
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
�　
大
学
院
に
お
い
て
所
要
資
格
を
取
得
で
き
る
教
育
職
員
免
許
状
の
種
類
及
び
免
許
教
科
は
，
別

表
第
５
の
と
お
り
と
す
る
。

　
（
準
用
）

第
62
条
　
第
19
条
及
び
第
20
条
の
規
定
は
，
大
学
院
に
準
用
す
る
。

　
　

　
第

４
章

　
学

部
及

び
大

学
院

共
通

事
項

　
　
第
１
節
　
休
学
，
転
学
，
留
学
及
び
退
学

　
（
休
学
及
び
復
学
）

第
�63
条
　
病
気
又
は
そ
の
他
の
事
由
で
，
引
き
続
き
３
月
以
上
修
学
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
，

学
長
に
願
い
出
て
，
そ
の
許
可
を
受
け
て
休
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
休
学
は
，
１
年
以
上
に
わ
た
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
�　
休
学
期
間
終
了
日
の
翌
日
か
ら
の
期
間
に
係
る
第
１
項
の
願
い
出
に
つ
い
て
は
，
特
別
の
事
由

が
あ
る
場
合
に
限
り
，
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
�　
休
学
期
間
は
，
通
算
し
て
３
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
，
大
学
院
は
２
年
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５
　
休
学
期
間
は
，
在
学
期
間
に
算
入
し
な
い
。

６
�　
休
学
期
間
の
満
了
に
よ
り
復
学
す
る
者
は
，
当
該
休
学
期
間
の
満
了
前
に
，
そ
の
旨
を
届
け
出

る
も
の
と
す
る
。

７
�　
休
学
期
間
内
に
そ
の
事
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
，
学
長
の
許
可
を
受
け
て
復
学
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
（
転
学
）

第
�64
条
　
学
部
に
お
い
て
，
他
の
大
学
に
転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
学
長
に
願
い
出
て
，
そ
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�　
大
学
院
に
お
い
て
，
他
の
大
学
院
に
転
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
学
長
に
願
い
出
て
，
そ
の
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
留
学
）

第
�65
条
　
学
部
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
学
長
に
願

い
出
て
，
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�　
大
学
院
に
お
い
て
，
外
国
の
大
学
院
に
留
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
学
長
に
願
い
出
て
，
そ
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
２
項
の
留
学
の
期
間
は
，
在
学
期
間
に
算
入
す
る
。

　
（
退
学
）

第
66
条
　
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
は
，学
長
に
願
い
出
て
，そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
２
節
　
除
籍

　
（
除
籍
）

第
�67
条
　
学
長
は
，
学
生
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
，
当
該
学
生
を
除
籍
す
る

こ
と
が
あ
る
。

　
⑴
　
長
期
に
わ
た
る
欠
席
そ
の
他
の
事
由
で
成
業
の
見
込
み
の
な
い
と
き
。

　
⑵
�　
入
学
料
の
免
除
若
し
く
は
徴
収
猶
予
を
不
許
可
に
な
っ
た
場
合
又
は
入
学
料
の
一
部
の
免
除

を
許
可
さ
れ
た
場
合
及
び
入
学
料
の
徴
収
猶
予
期
間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
，
納
付
す
べ

き
入
学
料
を
所
定
の
期
日
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
き
。

　
⑶
　
授
業
料
の
納
付
を
怠
り
督
促
を
受
け
て
も
納
付
し
な
い
と
き
。

　
（
復
籍
）

第
�68
条
　
学
長
は
，
前
条
第
３
号
に
該
当
し
除
籍
と
な
っ
た
者
か
ら
当
該
除
籍
の
事
由
と
な
っ
た
未

納
の
授
業
料
に
相
当
す
る
額
を
納
付
し
て
復
籍
の
願
い
出
が
あ
っ
た
場
合
は
，
復
籍
を
許
可
す
る

こ
と
が
あ
る
。

２
　
復
籍
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
第
３
節
　
授
業
料
等
の
額

　
（
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
）

第
�69
条
　
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
並
び
に
当
該
徴
収
方
法
等
に
つ
い
て
は
，
別
に
定
め

る
。

　
（
授
業
料
の
納
付
）

第
70
条
　
授
業
料
は
，
次
の
２
期
に
分
納
す
る
も
の
と
す
る
。

　
前
期
　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
　
納
期
限
５
月
末
日

　
後
期
　
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
　
納
期
限
11
月
末
日

２
�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
前
期
に
係
る
授
業
料
を
納
付
す
る
と
き
に
，
当
該
年
度
の
後
期

に
係
る
授
業
料
を
併
せ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
�　
入
学
年
度
の
前
期
又
は
前
期
及
び
後
期
に
係
る
授
業
料
に
つ
い
て
は
，
第
１
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
，
入
学
を
許
可
さ
れ
る
と
き
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
授
業
料
の
返
還
）

第
�71
条
　
既
に
納
付
さ
れ
た
授
業
料
は
，
別
に
定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
，
返
還
し
な

い
。

　
（
退
学
者
等
の
授
業
料
）

第
�72
条
　
前
期
又
は
後
期
の
中
途
に
お
い
て
退
学
し
，
又
は
退
学
を
命
ぜ
ら
れ
若
し
く
は
除
籍
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
は
，
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
，
当
該
期
分
授
業
料
を
徴
収
す
る
。

２
　
停
学
期
間
中
の
授
業
料
は
，
徴
収
す
る
。

　
（
入
学
料
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
）

第
�73
条
　
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
入
学
料
の
全
部
又
は
一
部

を
免
除
し
，
又
は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
（
授
業
料
の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
）

第
�74
条
　
経
済
的
理
由
に
よ
り
授
業
料
の
納
付
が
困
難
な
者
に
対
し
て
は
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
よ

り
，
人
物
，
学
業
，
成
績
そ
の
他
の
事
情
を
調
査
し
た
上
，
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
し
，
又

は
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
�　
前
項
の
ほ
か
，
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
，
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
授
業
料
を
減
免

す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
第
４
節
　
研
究
生
，
科
目
等
履
修
生
，
特
別
聴
講
学
生
及
び
外
国
人
留
学
生

　
（
研
究
生
）

第
�75
条
　
学
長
は
，
本
学
の
学
生
以
外
の
者
で
，
特
定
の
研
究
事
項
に
つ
い
て
指
導
を
願
い
出
た
も

の
が
あ
る
と
き
は
，
研
究
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
研
究
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
科
目
等
履
修
生
）

第
�76
条
　
学
長
は
，
本
学
の
学
生
以
外
の
者
で
，
本
学
が
開
設
す
る
一
又
は
複
数
の
授
業
科
目
の
履

修
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
，
授
業
に
支
障
の
な
い
限
り
，
選
考
の
上
，
科
目
等
履
修
生

と
し
て
入
学
を
許
可
し
，
単
位
の
授
与
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
単
位
の
授
与
に
つ
い
て
は
，
第
29
条
及
び
第
57
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
科
目
等
履
修
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
特
別
聴
講
学
生
）

第
�77
条
　
学
長
は
，
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
及
び
大
学
院
の
学
生
（
外
国
の
大
学
又
は
短
期
大
学
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及
び
大
学
院
を
含
む
。）
で
，
本
学
の
授
業
科
目
を
履
修
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
，

当
該
他
の
大
学
又
は
短
期
大
学
及
び
大
学
院
と
の
協
議
に
基
づ
き
，
特
別
聴
講
学
生
と
し
て
受
入

れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
特
別
聴
講
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
外
国
人
留
学
生
）

第
�78
条
　
外
国
人
で
あ
っ
て
，
大
学
に
お
い
て
教
育
を
受
け
，
又
は
研
究
を
す
る
目
的
を
も
っ
て
入

国
し
，
本
学
に
入
学
を
志
願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
，
選
考
の
上
，
外
国
人
留
学
生
と
し
て
入
学

を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２
　
外
国
人
留
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
第
５
節
　
特
別
の
課
程

　
（
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

第
�79
条
　
学
長
は
，
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
26
号
）
第
10
5条
に
規
定
す
る
特
別
の
課
程

と
し
て
本
学
の
学
生
以
外
の
者
を
対
象
と
し
た
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
し
，
こ
れ
を
修
了

し
た
者
に
対
し
，
修
了
の
事
実
を
証
す
る
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，別
に
定
め
る
。

　
　
第
６
節
　
賞
罰

　
（
表
彰
）

第
80
条
　
学
長
は
，
表
彰
に
値
す
る
行
為
が
あ
っ
た
学
生
を
表
彰
す
る
。

２
　
学
生
の
表
彰
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
懲
戒
）

第
�81
条
　
学
生
が
本
学
の
規
則
に
違
反
し
，
又
は
そ
の
本
分
に
反
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
き
は
，
学

長
は
，
別
に
定
め
る
手
続
等
に
基
づ
き
，
当
該
学
生
を
懲
戒
す
る
。

２
　
懲
戒
は
，
訓
告
，
停
学
及
び
退
学
と
す
る
。

３
�　
停
学
期
間
が
３
月
以
上
に
わ
た
る
と
き
は
，そ
の
期
間
は
修
業
年
限
に
算
入
し
な
い
。
た
だ
し
，

在
学
期
間
は
，
第
15
条
も
し
く
は
第
42
条
に
定
め
る
期
間
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
第
７
節
　
学
生
へ
の
支
援

　
（
課
外
活
動
）

第
�82
条
　
学
長
は
，
本
学
に
お
け
る
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
の
実
現
と
，
学
生
の
豊
か
な
情
操

と
健
全
な
心
身
を
育
成
す
る
た
め
，
学
生
に
対
し
て
課
外
活
動
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
学
生
の
課
外
活
動
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
学
生
寮
）

第
83
条
　
本
学
に
，
学
生
寮
を
置
く
。

２
　
学
生
寮
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
第
８
節
　
教
育
の
改
善

　
（
教
育
課
程
等
の
改
善
に
関
す
る
学
生
の
関
与
）

第
�84
条
　
教
育
課
程
，
授
業
等
の
改
善
に
関
し
，
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
学
生
に
与
え
る
も
の
と
す

る
。

　
（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修
等
）

第
�85
条
　
本
学
の
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
，
組
織
的
な
研
修
及
び
研
究
を
実
施

す
る
も
の
と
す
る
。

　
　

　
第

５
章

　
公

開
講

座
　
（
公
開
講
座
）

第
�86
条
　
本
学
に
，
地
域
社
会
の
教
育
と
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
，
公
開
講
座
を
開
設
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
公
開
講
座
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

１
　
こ
の
学
則
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
次
に
掲
げ
る
規
則
は
，
廃
止
す
る
。

　
⑴
　
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
規
則
（
平
成
16
年
規
則
第
12
号
）

　
⑵
�　
北
海
道
教
育
大
学
に
お
け
る
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
20
年
規

則
第
15
号
）

　
⑶
�　
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
に
お
け
る
人
材
の
養
成
に
関
す
る
目
的
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成

20
年
規
則
第
43
号
）

３
�　
人
間
地
域
科
学
課
程
，芸
術
課
程
及
び
ス
ポ
ー
ツ
教
育
課
程
（
以
下
「
旧
課
程
」
と
い
う
。）
は
，

第
２
条
第
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
平
成
27
年
３
月
31
日
に
旧
課
程
に
在
学
す
る
者
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
本
学
在
学
者
」
と
い
う
。）
及
び
同
年
４
月
１
日
以
降
に
本
学
在
学
者
の
属

す
る
年
次
に
入
学
す
る
者
が
旧
課
程
に
在
学
し
な
く
な
る
日
ま
で
の
間
，
存
続
す
る
も
の
と
し
，

教
育
課
程
，
履
修
方
法
，
卒
業
，
学
位
及
び
教
育
職
員
免
許
状
等
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４
�　
教
員
養
成
課
程
及
び
旧
課
程
の
収
容
定
員
は
，
第
14
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
，
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
28
年
４
月
26
日
平
成
28
年
学
則
第
１
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
平
成
28
年
４
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
28
年
６
月
28
日
平
成
28
年
学
則
第
２
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
平
成
28
年
６
月
28
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
30
年
３
月
27
日
平
成
29
年
学
則
第
１
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
30
年
３
月
27
日
平
成
29
年
学
則
第
２
号
）

１
　
こ
の
学
則
は
，
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
平
成
30
年
３
月
31
日
以
前
に
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科
美
術
文
化
専
攻
に
入
学
し
た
者
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
本
学
在
学
者
」
と
い
う
。）
及
び
同
年
４
月
１
日
以
降
に
同
専
攻
の
本
学

在
学
者
の
属
す
る
年
次
に
入
学
又
は
転
専
攻
す
る
者
が
取
得
で
き
る
免
許
法
に
定
め
る
免
許
状
の

授
与
の
所
要
資
格
は
，
改
正
後
の
別
表
第
４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

（
美
術
）
及
び
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
美
術
，
工
芸
，
書
道
）
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
31
年
２
月
26
日
平
成
30
年
学
則
第
１
号
）

１
　
こ
の
学
則
は
，
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
平
成
31
年
３
月
31
日
以
前
に
本
学
に
入
学
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
本
学
在
学
者
」

と
い
う
。）
及
び
同
年
４
月
１
日
以
降
に
本
学
在
学
者
の
属
す
る
年
次
に
入
学
又
は
転
専
攻
す
る

者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
別
表
第
１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
31
年
３
月
28
日
平
成
30
年
学
則
第
２
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
２
月
４
日
令
和
元
年
学
則
第
１
号
）

１
　
こ
の
学
則
は
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
令
和
２
年
３
月
31
日
以
前
に
本
学
に
入
学
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
本
学
在
学
者
」

と
い
う
。）
及
び
同
年
４
月
１
日
以
降
に
本
学
在
学
者
の
属
す
る
年
次
に
入
学
す
る
者
に
つ
い
て

は
，
改
正
後
の
第
40
条
第
２
項
，
別
表
第
２
及
び
別
表
第
５
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前

課
　
　
　
程

27
年
度

28
年
度

教
員
養
成
課
程

2,
84
0

2,
86
0

人
間
地
域
科
学
課
程

66
0

33
0

芸
術

課
程

24
0

12
0

ス
ポ
ー
ツ
教
育
課
程

12
0

60
計

3,
86
0

3,
37
0
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の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
３
月
31
日
令
和
元
年
学
則
第
２
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
８
月
６
日
令
和
２
年
学
則
第
１
号
）

１
　
こ
の
学
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
令
和
３
年
３
月
31
日
以
前
に
本
学
に
入
学
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
本
学
在
学
者
」

と
い
う
。）
及
び
同
年
４
月
１
日
以
降
に
本
学
在
学
者
の
属
す
る
年
次
に
入
学
す
る
者
に
つ
い
て

は
，
改
正
後
の
第
40
条
第
２
項
，
別
表
第
２
及
び
別
表
第
５
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
２
月
５
日
令
和
２
年
学
則
第
２
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
，
改
正
後
の
北
海
道
教
育
大
学
学

則
第
６
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定
は
，
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
２
月
18
日
令
和
２
年
学
則
第
３
号
）

１
　
こ
の
学
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
令
和
３
年
３
月
31
日
以
前
に
本
学
に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
規
定
（
改
正
後
の

第
38
条
第
２
項
を
除
く
。）
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
３
月
25
日
令
和
２
年
学
則
第
４
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
３
月
25
日
令
和
２
年
学
則
第
５
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
４
年
２
月
17
日
令
和
３
年
学
則
第
１
号
）

１
　
こ
の
学
則
は
，
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
令
和
５
年
３
月
31
日
以
前
に
本
学
に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
規
程
に
か
か
わ
ら

ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
５
年
２
月
16
日
令
和
４
年
学
則
第
１
号
）

　
こ
の
学
則
は
，
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
１
（
第
２
条
及
び
第
14
条
関
係
）

課
程
・
学
科

専
　
攻

各
　
校

入
学
定
員

（
人
）

収
容
定
員

（
人
）

教
員
養
成
課
程

学
校
教
育
専
攻

札
幌

校

※
72
0

2,
88
0

特
別
支
援
教
育
専
攻

言
語
・
社
会
教
育
専
攻

理
数
教
育
専
攻

生
活
創
造
教
育
専
攻

芸
術
体
育
教
育
専
攻

養
護
教
育
専
攻

教
育
発
達
専
攻

旭
川

校

国
語
教
育
専
攻

英
語
教
育
専
攻

社
会
科
教
育
専
攻

数
学
教
育
専
攻

理
科
教
育
専
攻

生
活
・
技
術
教
育
専
攻

芸
術
・
保
健
体
育
教
育
専
攻

地
域
学
校
教
育
実
践
専
攻

釧
路

校

国
際
地
域
学
科
地
域
協
働
専
攻

函
館

校
24
0

96
0

地
域
教
育
専
攻

45
18
0

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
学
科

芸
術
･ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻

岩
見

沢
校

25
10
0

音
楽
文
化
専
攻

40
16
0

美
術
文
化
専
攻

55
22
0

ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻

60
24
0

計
1,
18
5

4,
74
0

　
※
印
を
冠
す
る
も
の
は
，
幼
児
教
育
分
野
（
15
人
）
を
含
む
。

別
表
第
２
（
第
３
条
及
び
第
41
条
関
係
）

課
　
　
程

専
　
　
　
攻

専
　
　
修

入
学
定
員
収
容
定
員

修
士
課
程
学
校
臨
床
心
理
専
攻

学
校
臨
床
心
理
専
修

9
18

専
門
職
学
位
課
程
高
度
教
職
実
践
専
攻

高
度
教
職
実
践
専
修

80
16
0

計
89

17
8
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別
表
第
３
（
第
39
条
関
係
）

課
　
　
程

免
 許
 状
 の
 種
 類
（
免
 許
 教
 科
）

教 　 員 　 養 　 成 　 課 　 程

札
幌
校

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
社
会
，
数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，
保

健
体
育
，
保
健
，
技
術
，
家
庭
，
英
語
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，
数
学
，
理
科
，
音

楽
，
美
術
，
保
健
体
育
，
保
健
，
家
庭
，
工
業
，
英
語
）

特
別
支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
知
的
障
害
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
，
肢

体
不
自
由
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
，
病
弱
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
）

養
護
教
諭
１
種
免
許
状

旭
川
校

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
社
会
，
数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，
保

健
体
育
，
技
術
，
家
庭
，
英
語
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，
数
学
，
理
科
，
音

楽
，
美
術
，
書
道
，
保
健
体
育
，
家
庭
，
工
業
，
英
語
）

特
別
支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
知
的
障
害
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
）

幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
状

釧
路
校

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
社
会
，
数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，
保

健
体
育
，
家
庭
，
英
語
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，
数
学
，
理
科
，
音

楽
，
美
術
，
書
道
，
保
健
体
育
，
家
庭
，
英
語
）

特
別
支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
知
的
障
害
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
，
肢

体
不
自
由
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
，
病
弱
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
）

別
表
第
４
（
第
39
条
関
係
）

学
　
　
科

専
　
　
　
攻

免
許
状
の
種
類
（
免
許
教
科
）

国
際
地
域
学
科

地
域
協
働
専
攻

中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，
社
会
，
数
学
，

理
科
，
英
語
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
国
語
，公
民
，数
学
，

理
科
，
英
語
）

地
域
教
育
専
攻

小
学
校
教
諭
１
種
免
許
状

特
別
支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
知
的
障
害
者
に

関
す
る
教
育
の
領
域
）

幼
稚
園
教
諭
１
種
免
許
状

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ

文
化
学
科

音
楽
文
化
専
攻
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
音
楽
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
音
楽
）

美
術
文
化
専
攻
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
美
術
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
美
術
，
工
芸
）

ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
中
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
保
健
体
育
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状
（
保
健
体
育
）

別
表
第
５
（
第
61
条
関
係
）

専
　
攻

専
　
修

免
許
状
の
種
類
（
免
許
教
科
）

学
校
臨
床
心
理
専
攻

学
校
臨
床
心
理
専
修

小
学
校
教
諭
専
修
免
許
状

中
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
国
語
，
社
会
，
数
学
，
理
科
，

音
楽
，
美
術
，
保
健
体
育
，
保
健
，
技
術
，
家
庭
，
職
業
，

外
国
語
（
英
語
））

高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，

数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，
工
芸
，
書
道
，
保
健
体
育
，

保
健
，
家
庭
，
情
報
，
農
業
，
工
業
，
外
国
語
（
英
語
））

幼
稚
園
教
諭
専
修
免
許
状

養
護
教
諭
専
修
免
許
状

高
度
教
職
実
践
専
攻

高
度
教
職
実
践
専
修

小
学
校
教
諭
専
修
免
許
状

中
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
国
語
，
社
会
，
数
学
，
理
科
，

音
楽
，
美
術
，
保
健
体
育
，
保
健
，
技
術
，
家
庭
，
職
業
，

外
国
語
（
英
語
））

高
等
学
校
教
諭
専
修
免
許
状
（
国
語
，
地
理
歴
史
，
公
民
，

数
学
，
理
科
，
音
楽
，
美
術
，
工
芸
，
書
道
，
保
健
体
育
，

保
健
，
家
庭
，
情
報
，
農
業
，
工
業
，
外
国
語
（
英
語
））

幼
稚
園
教
諭
専
修
免
許
状

特
別
支
援
学
校
専
修
免
許
状
（
知
的
障
害
者
に
関
す
る
教
育

の
領
域
，
肢
体
不
自
由
者
に
関
す
る
教
育
の
領
域
，
病
弱
者

に
関
す
る
教
育
の
領
域
）

養
護
教
諭
専
修
免
許
状
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北
海

道
教

育
大

学
学

位
規

則 制
　
定
　
令
和
７
年
２
月
20
日
　

令
和
６
年
規
則
第
13
号
　

　
（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
規
則
は
，
学
位
規
則
（
昭
和
28
年
文
部
省
令
第
９
号
）
第
13
条
第
１
項
並
び
に
北
海

道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い
う
。）
第
38
条
第
４
項
，
第

61
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
授

与
す
る
学
位
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
学
位
の
種
類
等
）

第
２
条
　
本
学
に
お
い
て
授
与
す
る
学
位
は
，学
則
第
38
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
授
与
す
る
学
士
，

第
61
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
授
与
す
る
修
士
，
同
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
授
与
す
る
教
職
修

士
（
専
門
職
）
及
び
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
授
与
す
る
博
士
と
す
る
。

　
（
学
位
記
）

第
３
条
　
学
長
は
，
学
位
を
授
与
し
た
者
に
対
し
，
学
位
記
（
別
記
様
式
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

２
　
高
度
教
職
実
践
専
攻
を
修
了
し
た
場
合
を
除
き
，
学
位
記
に
は
，
別
表
に
定
め
る
専
攻
分
野
の

名
称
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
学
位
の
名
称
の
使
用
）

第
４
条
　
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
は
，
博
士
（
教
育
学
）
の
名
称
を
用
い
る
と
き
は
本
学
，
大
阪
教

育
大
学
及
び
福
岡
教
育
大
学
の
名
称
を
，
そ
れ
以
外
の
学
位
の
名
称
を
用
い
る
と
き
は
，
本
学
の

名
称
を
付
記
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
学
位
の
取
消
し
）

第
５
条
　
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
が
，
不
正
な
方
法
に
よ
り
学
位
の
授
与
を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し

た
と
き
，
又
は
学
位
の
名
誉
を
汚
辱
す
る
行
為
が
あ
っ
た
と
き
は
，
学
長
は
，
学
士
，
修
士
又
は

教
職
修
士
（
専
門
職
）
の
学
位
に
あ
っ
て
は
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
運
営
規
則
（
平
成

26
年
規
則
第
25
号
。）
第
24
条
第
１
項
に
規
定
す
る
教
授
会
の
審
議
を
経
て
，博
士
の
学
位
に
あ
っ

て
は
共
同
学
校
教
育
学
専
攻
連
絡
協
議
会
の
審
議
を
経
て
，
当
該
学
位
を
取
消
し
た
う
え
で
そ
の

旨
を
公
表
し
，
学
位
記
を
返
還
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
雑
則
）

第
６
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，学
位
の
授
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
７
年
２
月
20
日
規
則
第
13
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
北
海
道
教
育
大
学
学
位
規
則
（
平
成
16
年
規
則
第
28
号
）
は
，
令
和
７
年
３
月
31
日
で
廃
止
す

る
。

別
表
（
第
３
条
関
係
）

学
部
（
課
程
及
び
学
科
）・
研
究
科
（
専
攻
）

専
攻
分
野
の
名
称

教
育
学
部

　
教
員
養
成
課
程

教
育
学

　
国
際
地
域
学
科

　
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
科

地
域
学

教
育
学

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス

音
楽
文
化

美
術
文
化

ス
ポ
ー
ツ
文
化

教
育
学
研
究
科

　
学
校
臨
床
心
理
専
攻

　
共
同
学
校
教
育
学
専
攻

教
育
学

別
記
様
式
（
第
３
条
関
係
）

　
学
士
の
場
合
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修
士
の
場
合

　
教
職
修
士
（
専
門
職
）
の
場
合

　
博
士
の
場
合

　 本 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 共 同 学 校 教 育 学 専 攻

博 士 後 期 課 程 を 修 了 し た の で 博 士 （ 教 育 学 ） の

学 位 を 授 与 す る

大 阪 教 育 大 学

福 岡 教 育 大 学
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北
海

道
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

履
修

規
則

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

平
成
16
年
規
則
第
32
号
　

改
正
　
　
平
成
19
年
３
月
29
日
平
成
18
年
規
則
第
50
号
　
　
平
成
20
年
３
月
21
日
平
成
19
年
規
則
第
82
号

平
成
22
年
３
月
25
日
平
成
21
年
規
則
第
29
号
　
　
平
成
22
年
５
月
27
日
平
成
22
年
規
則
第
２
号

平
成
22
年
７
月
22
日
平
成
22
年
規
則
第
６
号
　
　
平
成
23
年
５
月
26
日
平
成
23
年
規
則
第
77
号

平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
98
号
　
　
平
成
27
年
６
月
２
日
平
成
27
年
規
則
第
29
号

平
成
31
年
３
月
28
日
平
成
30
年
規
則
第
43
号
　
　
令
和
２
年
２
月
４
日
令
和
元
年
規
則
第
22
号

令
和
３
年
１
月
21
日
令
和
３
年
規
則
第
10
5号
 　
令
和
３
年
12
月
23
日
令
和
３
年
規
則
第
11
号

　
　
　

第
１

章
　

総
　

　
則

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い

う
。）
第
49
条
に
規
定
す
る
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科（
以
下「
研
究
科
」と
い
う
。）

の
授
業
科
目
，
履
修
方
法
，
研
究
指
導
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
　
　

第
２

章
　

教
育

課
程

　
（
修
士
課
程
の
授
業
科
目
の
編
成
）

第
�２
条
　
修
士
課
程
の
授
業
科
目
は
，
専
門
科
目
及
び
課
題
研
究
に
区
分
し
編
成
す
る
。

２
�　
修
士
課
程
学
校
臨
床
心
理
専
攻
に
お
け
る
専
門
科
目
は
，
臨
床
心
理
学
・
教
育
学
・
教
育
心
理

学
・
特
別
支
援
教
育
学
等
を
基
盤
と
す
る
学
際
的
な
領
域
で
あ
る
学
校
臨
床
心
理
分
野
に
関
わ
る

専
門
的
内
容
又
は
研
究
方
法
論
，
研
究
倫
理
等
に
つ
い
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

３
�　
修
士
課
程
学
校
臨
床
心
理
専
攻
に
お
け
る
課
題
研
究
は
，
学
校
臨
床
心
理
分
野
の
研
究
課
題
及

び
研
究
方
法
論
等
に
つ
い
て
の
考
究
を
深
め
，
修
士
論
文
に
関
わ
る
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
専
門
職
学
位
課
程
の
教
育
課
程
及
び
授
業
科
目
の
編
成
）

第
�２
条
の
２
　
専
門
職
学
位
課
程
の
教
育
課
程
は
，
学
校
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
，
教
職
キ
ャ

リ
ア
形
成
・
研
修
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
，
子
ど
も
理
解
・
学
級
経
営
コ
ー
ス
，
教
科
指
導
・
授
業
開

発
コ
ー
ス
，
特
別
支
援
教
育
コ
ー
ス
及
び
養
護
教
育
コ
ー
ス
の
６
コ
ー
ス
で
構
成
す
る
。

２
�　
専
門
職
学
位
課
程
の
授
業
科
目
は
，
共
通
科
目
，
北
海
道
教
育
大
学
の
特
色
あ
る
領
域
科
目
，

コ
ー
ス
科
目
及
び
実
習
科
目
に
区
分
し
編
成
す
る
。

３
�　
共
通
科
目
は
，
共
通
５
領
域
（
専
門
職
大
学
院
設
置
基
準
第
５
条
第
１
項
等
の
規
定
に
基
づ
く

専
門
職
大
学
院
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
件（
平
成
15
年
文
部
科
学
省
告
示
第
53
号
）

第
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
領
域
を
い
う
。）
を
取
扱
う
共
通
必
修
科
目
，
コ
ー
ス
必
修
科
目
及

び
大
学
指
定
科
目
で
構
成
す
る
。

４
�　
北
海
道
教
育
大
学
の
特
色
あ
る
領
域
科
目
は
，
北
海
道
の
教
育
課
題
を
中
心
と
し
た
科
目
で
構

成
す
る
。

５
�　
コ
ー
ス
科
目
は
，
第
１
項
で
規
定
す
る
各
コ
ー
ス
に
応
じ
た
教
育
課
題
及
び
事
例
研
究
に
係
る

専
門
科
目
，
専
門
科
目
で
の
学
び
を
基
礎
に
，
実
習
に
お
け
る
実
践
的
成
果
を
踏
ま
え
，
個
々
の

学
生
の
研
究
課
題
に
沿
っ
た
学
修
を
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
展
開
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
及
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
と
連
動
し
，
研
究
課
題
に
対
す
る
探
究
の
成
果
を
実
践
論
文
と
し
て
ま
と
め
，

研
究
成
果
の
可
視
化
を
行
う
演
習
科
目
で
構
成
す
る
。

６
�　
実
習
科
目
は
，
学
校
課
題
を
中
心
に
据
え
て
，
そ
の
解
決
を
図
る
よ
う
な
試
行
的
実
践
及
び
そ

の
検
証
を
行
う
こ
と
に
よ
り
学
校
全
体
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
能
力
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
授
業
科
目
で
構
成
す
る
。

　
（
修
了
に
必
要
な
単
位
数
）

第
�３
条
　
修
士
課
程
の
修
了
に
必
要
な
単
位
数
は
，
30
単
位
以
上
と
し
，
専
攻
別
科
目
区
分
に
よ
る

単
位
は
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。

専
　
　
　
　
　
攻

学
校
臨
床
心
理

科
目
及
び

単
 位
 数

専
門
科
目

26
課
題
研
究

4
計

30

２
�　
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
に
必
要
な
単
位
数
は
，
46
単
位
以
上
と
し
，
科
目
別
区
分
に
よ
る
単

位
は
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。

専
　
　
　
　
　
攻

高
度
教
職
実
践

科
目
及
び

単
 位
 数

共
通
科
目

共
通
必
修
科
目

12
コ
ー
ス
必
修
科
目

4
大
学
指
定
科
目

2
北
海
道
教
育
大
学
の
特
色
あ
る
領
域
科
目

2

コ
ー
ス
科
目

専
門
科
目

8
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

6
演
習
科
目

2
実
習
科
目

10
計

46

３
�　
専
門
職
学
位
課
程
に
お
け
る
実
習
科
目
に
つ
い
て
は
，
学
則
第
59
条
第
２
項
に
基
づ
き
，
５
単

位
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
な
お
，
そ
の
場
合
，
修
了
に
必
要
な
単
位
数
は
，
41
単
位
以
上
と
す
る
。

　
（
履
修
方
法
）

第
４
条
　
専
修
別
の
履
修
方
法
は
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
⑴
　
学
校
臨
床
心
理
専
修

　
　
ア
　
こ
の
専
修
の
科
目
か
ら
，
次
の
方
法
に
よ
り
30
単
位
以
上
を
修
得
す
る
。

　
　
　
ア
　
専
門
科
目
か
ら
26
単
位
以
上
選
択

　
　
　
イ
　
課
題
研
究
４
単
位
必
修

　
⑵
　
高
度
教
職
実
践
専
修

　
　
ア
�　
共
通
科
目
の
う
ち
，
共
通
必
修
科
目
12
単
位
，
コ
ー
ス
必
修
科
目
４
単
位
，
大
学
指
定
科

目
２
単
位
を
修
得
す
る
。

　
　
イ
　
北
海
道
教
育
大
学
の
特
色
あ
る
領
域
科
目
２
単
位
を
修
得
す
る
。

　
　
ウ
�　
コ
ー
ス
科
目
の
う
ち
，
専
門
科
目
８
単
位
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
６
単
位
，
演
習
科
目
２

単
位
を
修
得
す
る
。

　
　
エ
　
実
習
科
目
10
単
位
を
修
得
す
る
。

　
　
オ
�　
１
年
間
に
履
修
科
目
と
し
て
登
録
で
き
る
単
位
数
の
上
限
は
，
38
単
位
と
す
る
。た
だ
し
，

学
則
第
42
条
第
４
項
に
規
定
す
る
短
期
履
修
学
生
に
つ
い
て
は
50
単
位
を
上
限
と
し
，
配
当

年
次
に
か
か
わ
ら
ず
授
業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
　
カ
�　
そ
の
他
こ
の
専
修
の
履
修
方
法
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
開
設
授
業
科
目
）

第
�５
条
　
開
設
す
る
授
業
科
目
は
，
教
育
研
究
評
議
会
の
審
議
を
経
て
，
各
校
，
教
職
大
学
院
及
び

学
校
臨
床
心
理
専
攻
ご
と
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
修
士
課
程
の
研
究
指
導
）

第
�６
条
　
修
士
課
程
の
研
究
指
導
は
，
研
究
指
導
教
員
の
指
導
の
下
に
学
位
論
文
の
作
成
等
を
行
う

も
の
で
あ
っ
て
，
原
則
と
し
て
個
人
指
導
と
す
る
。

２
�　
北
海
道
教
育
大
学
教
員
会
議
規
則
（
平
成
26
年
規
則
第
27
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
教
員
会
議



― 33 ―

（
以
下
「
教
員
会
議
」
と
い
う
。）
が
教
育
上
必
要
と
認
め
る
と
き
は
，
学
生
は
，
他
の
大
学
院

又
は
研
究
所
等
に
お
い
て
，１
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
特
例
に
よ
る
教
育
方
法
）

第
�７
条
　
現
に
職
を
有
す
る
学
生
は
，
履
修
年
限
の
全
期
間
に
つ
い
て
，
通
常
の
授
業
時
間
及
び
時

期
の
ほ
か
，
特
定
の
時
間
及
び
時
期
に
お
い
て
定
期
的
又
は
集
中
的
に
研
究
科
の
授
業
及
び
研
究

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，
現
職
教
員
で
教
育
委
員
会
等
か
ら
派
遣

さ
れ
る
者
（
学
則
第
42
条
第
４
項
に
規
定
す
る
短
期
履
修
学
生
を
除
く
。）
に
つ
い
て
は
，
第
１

年
次
に
は
，
勤
務
校
を
離
れ
て
研
究
科
の
授
業
及
び
研
究
に
専
念
し
，
原
則
と
し
て
22
単
位
以
上

履
修
す
る
も
の
と
し
，
第
２
年
次
に
は
，
勤
務
校
に
復
帰
し
勤
務
し
な
が
ら
特
定
の
時
間
及
び
時

期
に
お
い
て
定
期
的
又
は
集
中
的
に
研
究
科
の
授
業
及
び
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

　
（
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
）

第
�７
条
の
２
　
小
学
校
又
は
中
学
校
教
員
免
許
状
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
以
下
「
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
。）
の
受
講
を
許
可
さ
れ
た
学
生
は
，

第
４
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
教
育
学
部
が
開
設
す
る
授
業
科
目
の
う
ち
，
小
学
校
又
は
中
学

校
教
員
免
許
状
の
所
要
資
格
を
得
る
た
め
に
必
要
な
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
修
得
し
た
単
位
は
，
第
３
条
に
規
定
す
る
修
了
要
件
の
単
位
数
に
含
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　

　
第

３
章

　
成

績
の

評
価

　
（
成
績
の
評
価
）

第
�８
条
　
授
業
科
目
の
試
験
の
成
績
は
，
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｄ
及
び
Ｆ
の
５
段
階
に
よ
り
評
価
し
，
Ａ
，

Ｂ
，
Ｃ
及
び
Ｄ
を
合
格
と
し
，
Ｆ
を
不
合
格
と
す
る
。

２
　
前
項
の
評
価
の
方
法
は
，
別
表
第
１
の
と
お
り
と
す
る
。

３
�　
他
の
大
学
等
（
外
国
の
大
学
等
を
含
む
。）
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
の
成
績
の
評
価
は
，

別
表
第
２
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
19
年
３
月
29
日
平
成
18
年
規
則
第
50
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
19
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
�　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
第
９
条
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
20
年
３
月
21
日
平
成
19
年
規
則
第
82
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
22
年
３
月
25
日
平
成
21
年
規
則
第
29
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
22
年
５
月
27
日
平
成
22
年
規
則
第
２
号
）

１
�　
こ
の
規
則
は
，
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
23
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
�　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
第
３
条
及
び
第
４
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
22
年
７
月
22
日
平
成
22
年
規
則
第
６
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
平
成
22
年
７
月
22
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
改
正
後
の
第
４
条
第
２
号
イ
（
イ
），
同
条
第
６
号
イ
（
イ
）
及
び
同
条
第
８
号
イ
（
イ
）
の

規
定
は
，平
成
22
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
，平
成
22
年
３
月
31
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
５
月
26
日
平
成
23
年
規
則
第
77
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
24
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
在
学
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
98
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
６
月
２
日
平
成
27
年
規
則
第
29
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
平
成
27
年
６
月
２
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
�　
改
正
後
の
規
定
は
，
平
成
27
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
し
，
平
成
27
年
３
月
31
日
に
在
学
す
る
者

に
つ
い
て
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
31
年
３
月
28
日
平
成
30
年
規
則
第
43
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
20
20
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
�　
改
正
後
の
第
２
条
の
２
，第
３
条
第
２
項
，第
４
条
第
14
号
イ
及
び
ウ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，

20
20
年
３
月
31
日
に
専
門
職
学
位
課
程
に
在
学
す
る
者
及
び
20
20
年
度
に
専
門
職
学
位
課
程
の
２

年
次
に
転
入
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
２
月
４
日
令
和
元
年
規
則
第
22
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
令
和
２
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
�　
令
和
２
年
３
月
31
日
以
前
に
本
学
に
入
学
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
本
学
在
学
者
」

と
い
う
。）
及
び
同
年
４
月
１
日
以
降
に
本
学
在
学
者
の
属
す
る
年
次
に
入
学
す
る
者
に
つ
い
て

は
，
改
正
後
の
第
３
条
第
１
項
並
び
に
第
４
条
第
２
号
及
び
第
14
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
１
月
21
日
令
和
３
年
規
則
第
10
5号
）

１
　
こ
の
規
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
令
和
３
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
の
前
日
に
在
学
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
12
月
23
日
令
和
３
年
規
則
第
11
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
令
和
４
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。
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別
表
第
１
（
第
８
条
関
係
）

評
語
成
績
の

評
価

評
価
の
内
容

基
　
　
　
　
　
　
準

素
　
点

（
換
算
の

目
安
）

優

Ａ
特
に
優
秀
な
成
績

シ
ラ
バ
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
到
達
目
標
を
十
分

に
達
成
し
て
お
り
，
授
業
内
容
を
確
実
に
理
解
す

る
と
と
も
に
，
発
展
さ
せ
た
知
識
・
技
能
を
修
得

で
き
て
い
る
こ
と
に
加
え
，
そ
の
知
識
・
技
能
を

相
互
に
関
連
付
け
て
応
用
で
き
る

10
0～
90

Ｂ
優
れ
た
成
績

シ
ラ
バ
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
到
達
目
標
を
十
分

に
達
成
し
て
お
り
，
授
業
内
容
を
確
実
に
理
解
す

る
と
と
も
に
，
授
業
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を

確
実
に
修
得
で
き
て
い
る

89
～
80

良
Ｃ

標
準
的
な
成
績

シ
ラ
バ
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
到
達
目
標
を
お
お

む
ね
達
成
し
て
お
り
，
授
業
内
容
を
お
お
む
ね
理

解
す
る
と
と
も
に
，
授
業
の
基
礎
的
な
知
識
・
技

能
を
お
お
む
ね
修
得
で
き
て
い
る

79
～
70

可
Ｄ

合
格
と
認
め
ら
れ

る
最
低
の
成
績

シ
ラ
バ
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
到
達
目
標
を
最
低

限
度
達
成
し
て
お
り
，
授
業
内
容
を
最
低
限
理
解

す
る
と
と
も
に
，
授
業
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能

を
最
低
限
修
得
で
き
て
い
る

69
～
60

Ｆ
不
合
格

シ
ラ
バ
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
到
達
目
標
を
達
成

し
て
お
ら
ず
，
授
業
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い

な
い
，
ま
た
，
授
業
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を

修
得
で
き
て
い
な
い

60
未
満

Ｆ
＊

不
合
格
（
再
試
験

を
認
め
る
場
合
）

シ
ラ
バ
ス
で
計
画
さ
れ
て
い
る
到
達
目
標
を
達
成

し
て
お
ら
ず
，
授
業
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い

な
い
，
ま
た
，
授
業
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を

修
得
で
き
て
い
な
い（
F＊
）再
試
験
を
認
め
る
場
合
）

60
未
満

Ｉ
履
修
未
完
了

Ｐ
成
績
評
価
の
延
期

注
１
�　
「
Ｆ
＊
」
は
，
試
験
の
結
果
，
や
や
学
修
が
及
ば
ず
不
合
格
に
な
っ
た
科
目
に
つ
い
て
，
再
試
験
を
認
め
る

場
合
の
評
価
を
示
す
。
次
学
期
に
再
試
験
登
録
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
授
業
へ
の
出
席
を
要
せ
ず
授
業
担
当
教

員
の
指
定
す
る
試
験
等
（
課
題
の
提
出
等
を
含
む
。）
の
結
果
に
基
づ
き
，
Ｄ
又
は
Ｆ
の
評
価
を
行
う
。

２
　
�「
Ｉ
」
は
，
授
業
期
間
外
に
行
わ
れ
る
実
習
，
集
中
講
義
，
不
定
期
講
義
及
び
補
講
等
に
よ
り
，
成
績
評
価
期

限
ま
で
に
成
績
の
評
価
が
で
き
な
い
科
目
を
示
す
。

３
　
�「
Ｐ
」
は
，
現
職
教
員
等
の
社
会
人
の
履
修
科
目
及
び
教
育
実
践
研
究
で
成
績
評
価
期
限
ま
で
に
成
績
の
評
価

が
で
き
な
い
科
目
を
示
す
。

４
�　
「
Ｆ
＊
」，
「
Ｉ
」
及
び
「
Ｐ
」
の
成
績
評
価
は
，
次
学
期
の
成
績
提
出
期
限
（
通
年
で
開
設
す
る
科
目
は
，
次

年
度
の
成
績
提
出
期
限
）ま
で
に
行
う
。
な
お
，現
職
教
員
等
の
社
会
人
の
履
修
科
目
及
び
教
育
実
践
研
究
に
限
り
，

や
む
を
得
な
い
場
合
は
，「
Ｐ
」
の
再
評
価
を
認
め
る
。

５
　
成
績
証
明
書
の
評
語
は
，
Ａ
及
び
Ｂ
を
優
，
Ｃ
を
良
，
Ｄ
を
可
と
し
て
表
記
す
る
。

別
表
第
２
（
第
８
条
関
係
）

他
の
大
学
等
の
成
績
評
価

本
学
の
成
績
評
価

３
段
階
評
価

５
段
階
評
価

10
段
階
評
価

優
５

10
Ａ

４
９
，
８

Ｂ
良

３
７
，
６

Ｃ
可

２
５

Ｄ
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北
海

道
教

育
大

学
科

目
等

履
修

生
規

則

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

平
成
16
年
規
則
第
30
号
　

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い

う
。）
第
76
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の
科

目
等
履
修
生
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
入
学
の
時
期
）

第
２
条
　
入
学
の
時
期
は
，
学
期
の
始
め
と
す
る
。

　
（
履
修
期
間
）

第
�３
条
　
履
修
期
間
は
，
１
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
，
引
き
続
き
履
修
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
，
許
可
を
受
け
て
，
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
入
学
資
格
）

第
�４
条
　
科
目
等
履
修
生
の
入
学
資
格
は
，
当
該
授
業
科
目
を
履
修
す
る
に
十
分
な
学
力
が
あ
る
と

本
学
が
認
め
た
者
と
す
る
。

　
（
入
学
志
願
手
続
）

第
�５
条
　
科
目
等
履
修
生
と
し
て
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
，
次
に
掲
げ
る

書
類
に
所
定
の
検
定
料
を
添
え
て
，
学
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
願
書
（
本
学
所
定
の
も
の
）

　
⑵
　
履
歴
書

　
⑶
　
現
に
勤
務
し
て
い
る
者
は
，
所
属
長
の
修
学
許
可
書

　
⑷
　
そ
の
他
本
学
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２
　
前
項
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
検
定
料
は
，
返
還
し
な
い
。

　
（
入
学
者
の
選
考
）

第
６
条
　
前
条
の
入
学
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
学
長
が
選
考
す
る
。

　
（
入
学
手
続
）

第
�７
条
　
前
条
の
選
考
に
よ
り
合
格
し
た
者
は
，
所
定
の
期
日
ま
で
に
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出

す
る
と
と
も
に
，
所
定
の
入
学
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
誓
約
書
（
本
学
所
定
の
も
の
）

　
⑵
　
そ
の
他
本
学
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２
　
前
項
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
入
学
料
は
，
返
還
し
な
い
。

３
　
学
長
は
，
第
１
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
，
入
学
を
許
可
す
る
。

　
（
諸
証
明
書
）

第
�８
条
　
学
長
は
，
科
目
等
履
修
生
の
願
い
出
に
よ
り
，
修
得
単
位
，
在
学
期
間
等
に
つ
い
て
，
証

明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
退
学
）

第
９
条
　
科
目
等
履
修
生
が
退
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
学
長
に
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
除
籍
）

第
�10
条
　
学
長
は
，
科
目
等
履
修
生
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
，
除
籍
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
検
定
料
，
入
学
料
，
授
業
料
等
）

第
11
条
　
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
並
び
に
当
該
徴
収
方
法
は
，
別
に
定
め
る
。

２
　
実
験
，
実
習
等
に
要
す
る
費
用
は
，
科
目
等
履
修
生
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
（
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
不
徴
収
）

第
�12
条
　
大
学
間
交
流
協
定
に
基
づ
く
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
，
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業

料
は
，
徴
収
し
な
い
。

　
（
準
用
）

第
�13
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
科
目
等
履
修
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
則
そ
の

他
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
８
月
24
日
平
成
23
年
規
則
第
28
号
　
改
正
）

　
こ
の
規
則
は
平
成
23
年
８
月
27
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
24
年
２
月
７
日
平
成
23
年
規
則
第
72
号
　
改
正
）

　
こ
の
規
則
は
平
成
24
年
２
月
７
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
50
号
　
改
正
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。



― 36 ―

北
海

道
教

育
大

学
大

学
院

科
目

等
履

修
生

規
則

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

平
成
16
年
規
則
第
33
号
　

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い

う
。）
第
76
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
，北
海
道
教
育
大
学
大
学
院（
以
下「
大
学
院
」と
い
う
。）

の
科
目
等
履
修
生
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
入
学
の
時
期
）

第
２
条
　
入
学
の
時
期
は
，
学
期
の
始
め
と
す
る
。

　
（
履
修
期
間
）

第
�３
条
　
履
修
期
間
は
，
１
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
，
引
き
続
き
履
修
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
，
許
可
を
受
け
て
，
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
履
修
制
限
）

第
４
条
　
科
目
等
履
修
生
と
し
て
履
修
し
得
る
単
位
数
は
，
１
年
間
８
単
位
ま
で
と
す
る
。

　
（
入
学
資
格
）

第
�５
条
　
科
目
等
履
修
生
の
入
学
資
格
は
，
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
大
学
院
に
お
い
て
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
と
す
る
。

　
（
入
学
志
願
手
続
）

第
�６
条
　
科
目
等
履
修
生
と
し
て
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
，
次
に
掲
げ
る

書
類
に
所
定
の
検
定
料
を
添
え
て
，
学
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
願
書
（
本
学
所
定
の
も
の
）

　
⑵
　
履
歴
書

　
⑶
　
現
に
勤
務
し
て
い
る
者
は
，
所
属
長
の
修
学
許
可
書

　
⑷
　
そ
の
他
本
学
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２
　
前
項
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
検
定
料
は
，
返
還
し
な
い
。

　
（
入
学
者
の
選
考
）

第
７
条
　
前
条
の
入
学
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
学
長
が
選
考
す
る
。

　
（
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
）

第
�８
条
　
前
条
の
選
考
に
よ
り
合
格
し
た
者
は
，
所
定
の
期
日
ま
で
に
，
次
の
書
類
を
提
出
す
る
と

と
も
に
，
所
定
の
入
学
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
誓
約
書
（
本
学
所
定
の
も
の
）

　
⑵
　
そ
の
他
大
学
院
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２
　
前
項
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
入
学
料
は
，
返
還
し
な
い
。

３
　
学
長
は
，
第
１
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
，
入
学
を
許
可
す
る
。

　
（
諸
証
明
）

第
�９
条
　
学
長
は
，
科
目
等
履
修
生
の
願
い
出
に
よ
り
，
修
得
単
位
，
在
学
期
間
等
に
つ
い
て
，
証

明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
退
学
）

第
10
条
　
科
目
等
履
修
生
が
退
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
学
長
に
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
除
籍
）

第
�11
条
　
学
長
は
，
科
目
等
履
修
生
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
，
除
籍
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
検
定
料
，
入
学
料
，
授
業
料
等
）

第
12
条
　
検
定
料
，入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
並
び
に
当
該
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
，別
に
定
め
る
。

２
　
実
験
，
実
習
等
に
要
す
る
費
用
は
，
科
目
等
履
修
生
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
（
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
不
徴
収
等
）

第
�13
条
　
科
目
等
履
修
生
と
し
て
現
職
教
育
の
た
め
任
命
権
者
の
命
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
教
職
員
に

つ
い
て
は
，
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
は
，
徴
収
し
な
い
。
た
だ
し
，
単
位
の
認
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
授
業
料
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
準
用
）

第
�14
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
科
目
等
履
修
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
則
そ
の

他
の
規
則
を
準
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
８
月
24
日
平
成
23
年
規
則
第
39
号
　
改
正
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
23
年
８
月
27
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
24
年
２
月
７
日
平
成
23
年
規
則
第
73
号
　
改
正
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
24
年
２
月
７
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
60
号
　
改
正
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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北
海

道
教

育
大

学
研

究
生

規
則 制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

平
成
16
年
規
則
第
29
号
　

改
正
　
　
平
成
17
年
３
月
15
日
平
成
16
年
規
則
第
15
5号
　
　
平
成
20
年
３
月
21
日
平
成
19
年
規
則
第
73
号

平
成
21
年
３
月
26
日
平
成
20
年
規
則
第
37
号
　
　
 平
成
24
年
２
月
７
日
平
成
23
年
規
則
第
71
号

平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
49
号
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い

う
。）
第
75
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の
研

究
生
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
受
入
）

第
�２
条
　
本
学
に
お
い
て
，
特
定
の
研
究
に
関
し
個
人
で
又
は
国
，
地
方
公
共
団
体
，
そ
の
他
の
教

育
機
関
（
以
下
「
委
託
機
関
」
と
い
う
。）
か
ら
の
委
託
に
よ
り
，
研
究
指
導
を
願
い
出
た
者
が

あ
る
と
き
は
，
研
究
生
と
し
て
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
入
学
の
時
期
）

第
�３
条
　
入
学
時
期
は
，
学
期
の
始
め
と
す
る
。
た
だ
し
，
外
国
人
留
学
生
で
こ
れ
に
よ
り
難
い
特

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
研
究
期
間
）

第
４
条
　
研
究
期
間
は
，
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
，
事
情
に
よ
り
６
月
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
，
更
に
１
年
を
限
度
と
し
て
延
長

を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
入
学
資
格
）

第
５
条
　
研
究
生
の
入
学
資
格
は
，
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

　
⑴
　
大
学
２
年
修
了
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

　
⑵
　
前
号
と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
者
と
し
て
本
学
が
認
め
た
も
の

　
（
入
学
志
願
手
続
）

第
�６
条
　
研
究
生
と
し
て
入
学
を
志
願
す
る
者
は
，
指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
，
次
に
掲
げ
る
書
類
に

検
定
料
を
添
え
て
，
学
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
願
書
（
本
学
所
定
の
も
の
）

　
⑵
　
履
歴
書
（
研
究
業
績
記
載
の
も
の
）

　
⑶
　
最
終
出
身
学
校
の
卒
業
証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

　
⑷
　
委
託
に
よ
る
場
合
は
，
委
託
機
関
の
推
薦
書

２
　
前
項
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
検
定
料
は
，
返
還
し
な
い
。

　
（
入
学
者
の
選
考
）

第
７
条
　
前
条
の
入
学
志
願
者
に
つ
い
て
は
，
学
長
が
選
考
す
る
。

　
（
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
）

第
�８
条
　
前
条
の
選
考
に
よ
り
合
格
し
た
者
は
，
所
定
の
期
日
ま
で
に
，
所
定
の
書
類
を
提
出
す
る

と
と
も
に
，
所
定
の
入
学
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
入
学
料
は
，
返
還
し
な
い
。

３
　
学
長
は
，
第
１
項
の
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
，
入
学
を
許
可
す
る
。

　
（
授
業
科
目
の
聴
講
）

第
�９
条
　
研
究
生
は
，
指
導
教
員
を
通
じ
当
該
授
業
科
目
担
当
教
員
の
許
可
を
受
け
て
，
研
究
事
項

に
関
連
す
る
必
要
な
学
部
及
び
大
学
院
の
授
業
科
目
の
講
義
を
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
研
究
証
明
）

第
�10
条
　
学
長
は
，
研
究
生
の
願
い
出
に
よ
り
，
研
究
事
項
，
研
究
期
間
等
に
つ
い
て
，
証
明
書
を

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
退
学
）

第
11
条
　
研
究
生
が
退
学
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，
学
長
に
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
除
籍
）

第
�12
条
　
学
長
は
，
研
究
生
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
，
除
籍
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
（
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
等
）

第
13
条
　
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
額
並
び
に
当
該
徴
収
方
法
は
，
別
に
定
め
る
。

２
　
実
験
，
実
習
等
に
要
す
る
費
用
は
，
研
究
生
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
（
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
の
不
徴
収
）

第
�14
条
　
委
託
機
関
か
ら
任
命
権
者
の
命
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
教
職
員
及
び
大
学
間
交
流
に
基
づ
く

外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
，
検
定
料
，
入
学
料
及
び
授
業
料
は
，
徴
収
し
な
い
。

　
（
準
用
）

第
�15
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
研
究
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
則
そ
の
他
の
規

定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
17
年
３
月
15
日
平
成
16
年
規
則
第
15
5号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
20
年
３
月
21
日
平
成
19
年
規
則
第
73
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
21
年
３
月
26
日
平
成
20
年
規
則
第
37
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
24
年
２
月
７
日
平
成
23
年
規
則
第
71
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
24
年
２
月
７
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
49
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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北
海

道
教

育
大

学
特

別
聴

講
学

生
規

則

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

平
成
16
年
規
則
第
31
号
　

改
正
　
　
平
成
18
年
９
月
27
日
平
成
18
年
規
則
第
12
号
　
　
平
成
20
年
３
月
21
日
平
成
19
年
規
則
第
74
号

平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
51
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い

う
。）
第
77
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
の
特

別
聴
講
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
聴
講
期
間
）

第
�２
条
　
聴
講
期
間
は
，
１
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
，
引
き
続
き
聴
講
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
，
許
可
を
受
け
て
，
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
聴
講
資
格
）

第
�３
条
　
特
別
聴
講
学
生
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
，
他
の
大
学
，
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学

校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。）
に
在
学
し
，
相
当
の
学
力
を
有
す
る
者
と
す
る
。

　
（
出
願
手
続
）

第
�４
条
　
特
別
聴
講
学
生
を
志
願
す
る
者
は
，
指
定
さ
れ
た
日
ま
で
に
，
在
学
し
て
い
る
大
学
等
を

経
て
，
本
学
所
定
の
願
書
及
び
調
書
を
，
学
長
に
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
聴
講
許
可
）

第
５
条
　
特
別
聴
講
学
生
の
聴
講
許
可
は
，
学
長
が
決
定
す
る
。

　
（
単
位
の
授
与
）

第
�６
条
　
特
別
聴
講
学
生
（
第
11
条
第
３
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。）
が
聴
講
し
た
科
目
の
単
位

の
授
与
に
つ
い
て
は
，聴
講
を
希
望
す
る
校
の
教
員
会
議（
以
下「
当
該
校
教
員
会
議
」と
い
う
。）

の
承
認
を
受
け
て
行
う
。

２
�　
第
11
条
第
３
号
に
規
定
す
る
特
別
聴
講
学
生
が
聴
講
し
た
科
目
の
単
位
の
授
与
に
つ
い
て
は
，

当
該
学
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
る
部
局（
各
校
又
は
国
際
交
流
・
協
力
セ
ン
タ
ー
。
以
下「
受

入
部
局
」
と
い
う
。）
の
審
議
機
関
の
承
認
を
受
け
て
行
う
。

　
（
聴
講
の
中
止
）

第
７
条
　
特
別
聴
講
学
生
が
聴
講
を
中
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
，学
長
に
願
い
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
聴
講
の
取
消
し
）

第
�８
条
　
学
長
は
，
特
別
聴
講
学
生
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
，
在
学
し

て
い
る
大
学
等
と
協
議
の
上
，
聴
講
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
検
定
料
及
び
入
学
料
の
不
徴
収
）

第
９
条
　
検
定
料
及
び
入
学
料
は
，
徴
収
し
な
い
。

　
（
授
業
料
等
）

第
10
条
　
授
業
料
の
額
及
び
徴
収
方
法
は
，
別
に
定
め
る
。

２
　
実
験
，
実
習
等
に
要
す
る
費
用
は
，
特
別
聴
講
学
生
の
負
担
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
（
授
業
料
の
不
徴
収
）

第
�11
条
　
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
次
に
掲
げ
る
特
別
聴
講
学
生
に
つ
い
て
は
，
授
業
料
は
徴

収
し
な
い
。

　
⑴
　
国
立
の
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
者

　
⑵
�　
大
学
等
間
に
お
け
る
相
互
単
位
互
換
協
定
に
基
づ
く
特
別
聴
講
学
生
に
対
す
る
授
業
料
を
相

互
不
徴
収
と
さ
れ
た
公
立
又
は
私
立
の
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
者

　
⑶
　
大
学
間
交
流
協
定
に
基
づ
く
外
国
人
留
学
生

　
（
準
用
）

第
�12
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
特
別
聴
講
学
生
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
学
則
そ
の

他
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
18
年
９
月
27
日
平
成
18
年
規
則
第
12
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
18
年
９
月
27
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
20
年
３
月
21
日
平
成
19
年
規
則
第
74
条
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
平
成
26
年
規
則
第
51
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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 北
海

道
教

育
大

学
に

お
け

る
休

学
，

復
学

，
退

学
，

除
籍

，
復

籍
，

卒
業

及
び

修
了

並
び

に
単

位
認

定
の

取
扱

い
に

関
す

る
要

項

制
　
定
　
平
成
19
年
３
月
29
日
　

改
正
　
　
平
成
27
年
３
月
26
日
　
　
平
成
27
年
６
月
２
日
　
　
令
和
２
年
９
月
17
日

令
和
５
年
２
月
16
日

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
北
海
道
教
育
大
学
に
お
け
る
，
休
学
，
復
学
，
退
学
，
除
籍
，
復
籍
，
卒
業
及
び
修
了
並

び
に
単
位
認
定
の
取
扱
い
は
，
こ
の
要
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
（
定
義
）

第
�２
条
　
こ
の
要
項
に
お
け
る
用
語
の
意
義
は
，
特
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
北
海
道
教
育
大
学
学

則（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下「
学
則
」と
い
う
。）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

　
（
休
学
）

第
�３
条
　
学
則
第
63
条
第
１
項
に
規
定
す
る
休
学
の
願
い
出
は
，
休
学
願
（
別
記
様
式
１
）
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。

２
�　
学
長
は
，
休
学
の
願
い
出
が
あ
っ
た
と
き
は
，
授
業
料
の
納
付
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
，
休
学

を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，
入
学
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
休
学
に
係
る
単
位
の
取
扱
い
）

第
�４
条
　
休
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
う
ち
授
業
料
の
未
納
が
あ
る
も
の
に
係
る
当
該
授
業
料
が
未
納

で
あ
る
学
期
に
履
修
し
，
認
定
さ
れ
た
単
位
及
び
当
該
学
期
中
に
以
下
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
基

づ
き
認
定
さ
れ
た
単
位
（
以
下
「
未
納
期
の
単
位
」
と
い
う
。）
は
，
授
業
料
の
納
付
が
確
認
で

き
る
ま
で
証
明
し
な
い
。

　
⑴
　
北
海
道
教
育
大
学
既
修
得
単
位
の
認
定
に
関
す
る
取
扱
要
項

　
⑵
　
北
海
道
教
育
大
学
に
お
け
る
単
位
互
換
協
定
に
よ
る
単
位
認
定
に
関
す
る
取
扱
要
項
第
５
条

　
⑶
�　
北
海
道
教
育
大
学
の
他
の
課
程
又
は
学
科
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
関
す
る
要
項
第
５

条
　
⑷
　
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
単
位
認
定
に
関
す
る
要
項
第
４
条

　
（
復
学
）

第
�５
条
　
学
則
第
63
条
第
６
項
に
規
定
す
る
届
け
出
は
，
復
学
届
（
別
記
様
式
２
）
を
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

２
�　
学
則
第
63
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
学
長
に
対
し
，
復
学
願

（
別
記
様
式
３
）
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
退
学
）

第
�６
条
　
学
則
第
66
条
に
規
定
す
る
退
学
の
願
い
出
は
，
退
学
願
（
別
記
様
式
４
）
に
よ
り
行
う
も

の
と
す
る
。

２
�　
学
長
は
，
退
学
の
願
い
出
が
あ
っ
た
と
き
は
，
授
業
料
の
納
付
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
，
退
学

を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，
入
学
料
を
納
付
し
て
い
な
い
場
合
に
つ
い

て
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
（
退
学
に
係
る
単
位
の
取
扱
い
）

第
�７
条
　
退
学
し
た
者
の
う
ち
当
該
退
学
の
日
に
授
業
料
の
未
納
が
あ
る
も
の
に
係
る
未
納
期
の
単

位
は
，
当
該
退
学
の
日
に
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
。

２
�　
前
項
の
規
定
に
よ
り
単
位
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
，退
学
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
，

学
部
学
生
で
あ
っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
３
年
以
内
，
大
学
院
学
生
で
あ
っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
２

年
以
内
に
，
未
納
の
授
業
料
に
相
当
す
る
額
を
納
付
し
，
か
つ
，
退
学
に
係
る
単
位
再
認
定
申
請

書
（
別
記
様
式
５
）
を
学
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
，
当
該
取
り
消
さ
れ
た
単
位
の
う
ち
納
付

さ
れ
た
学
期
に
係
る
単
位
の
再
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
授
業
料
の
未
納
に
よ
る
除
籍
の
取
扱
い
）

第
�８
条
　
学
則
第
67
条
第
３
号
に
該
当
す
る
場
合
と
は
，
学
則
第
15
条
第
２
号
又
は
学
則
第
42
条
第

６
項
に
規
定
す
る
在
学
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
者
で
あ
っ
て
，
引
き
続
く
２
の
学
期
に
係
る
授

業
料
の
未
納
が
あ
り
，
か
つ
，
次
条
第
１
項
に
定
め
る
手
続
を
経
て
も
な
お
授
業
料
を
納
付
し
な

い
場
合
と
す
る
。
た
だ
し
，
学
則
第
38
条
第
１
項
に
規
定
す
る
卒
業
の
要
件
を
具
備
す
る
者
，
同

第
58
条
第
１
項
に
規
定
す
る
修
士
課
程
の
修
了
の
要
件
を
具
備
す
る
者
又
は
同
第
59
条
第
１
項
に

規
定
す
る
専
門
職
学
位
課
程
の
修
了
の
要
件
を
具
備
す
る
者
（
以
下
「
卒
業
要
件
等
を
具
備
す
る

者
」
と
い
う
。）
に
係
る
授
業
料
未
納
の
期
間
は
１
の
学
期
に
係
る
授
業
料
と
す
る
。

２
�　
学
長
は
，
学
則
第
67
条
第
３
号
に
該
当
す
る
と
き
は
，
当
該
学
生
を
授
業
料
が
未
納
で
あ
る
学

期
の
う
ち
後
の
学
期
の
末
日
を
も
っ
て
除
籍
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
，
卒
業
要
件
等
を
具
備

す
る
者
に
つ
い
て
は
，
当
該
卒
業
又
は
修
了
の
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
学
期
の
末
日
を

も
っ
て
除
籍
す
る
。

　
（
授
業
料
の
未
納
に
よ
る
除
籍
の
手
続
等
）

第
�９
条
　
授
業
料
の
未
納
が
あ
る
者
（
以
下
「
未
納
者
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
は
，
次
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
⑴
�　
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
債
権
管
理
及
び
収
入
金
徴
収
事
務
取
扱
細
則
（
平
成
16
年

細
則
第
７
号
。
以
下「
細
則
」と
い
う
。）
第
11
条
に
基
づ
き
，未
納
者
に
対
す
る
督
促
を
行
う
。

　
⑵
�　
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
会
計
規
則
（
平
成
16
年
規
則
第
42
号
）
第
５
条
に
定
め
る

出
納
命
令
役
は
，
細
則
第
13
条
第
２
項
に
基
づ
き
，
未
納
者
の
報
告
を
行
う
。
た
だ
し
，
報
告

先
は
，
未
納
者
の
所
属
に
応
じ
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
，
教
職
大
学
院
長
又
は
学
校
臨
床
心
理
専
攻

長
（
以
下
「
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
」
と
い
う
。）
と
す
る
。

　
⑶
�　
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
は
，
前
号
の
報
告
を
受
け
た
場
合
は
，
当
該
未
納
者
が
学
部
学
生
で
あ
る

と
き
は
学
生
指
導
教
員
，
大
学
院
学
生
で
あ
る
と
き
は
研
究
指
導
教
員
及
び
指
導
教
員
（
以
下

「
指
導
教
員
等
」
と
い
う
。）
に
対
し
て
当
該
未
納
者
の
氏
名
及
び
未
納
額
を
通
知
す
る
。

　
⑷
�　
学
生
指
導
教
員
及
び
指
導
教
員
等
は
，
前
項
に
基
づ
き
通
知
を
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
，
当

該
通
知
に
係
る
未
納
者
が
前
条
第
１
項
又
は
第
２
項
に
規
定
す
る
除
籍
の
対
象
と
な
る
者
に
該

当
す
る
と
き
は
，
当
該
未
納
者
及
び
当
該
未
納
者
の
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
除
籍
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
，
授
業
料
を
納
付
す
る
よ
う
求
め
る
。

２
�　
学
長
は
，
前
項
の
措
置
を
講
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
未
納
者
が
授
業
料
を
納
付
せ
ず
前
条
第

１
項
又
は
第
２
項
に
定
め
る
除
籍
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
，当
該
未
納
者
が
所
属
す
る
各
校
，

教
職
大
学
院
又
は
学
校
臨
床
心
理
専
攻
（
以
下
「
各
校
等
」
と
い
う
。）
の
教
員
会
議
の
審
議
を

経
て
，
当
該
未
納
者
を
除
籍
す
る
。

３
�　
学
長
は
，
前
項
の
規
定
に
よ
り
除
籍
し
た
と
き
は
，
当
該
未
納
者
に
文
書
を
も
っ
て
通
知
す
る

と
と
も
に
，
当
該
文
書
の
写
し
を
連
帯
保
証
人
に
送
付
す
る
。

　
（
除
籍
に
係
る
単
位
の
取
扱
い
）

第
�10
条
　
学
則
第
67
条
第
１
号
に
よ
り
除
籍
さ
れ
た
者
の
う
ち
授
業
料
の
未
納
が
あ
る
も
の
に
係
る

未
納
期
の
単
位
は
，
当
該
除
籍
の
日
に
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
。

２
�　
学
則
第
67
条
第
２
号
に
よ
り
除
籍
さ
れ
た
者
に
係
る
在
学
中
に
認
定
さ
れ
た
全
て
の
単
位
は
，

当
該
除
籍
の
日
に
そ
の
認
定
を
取
り
消
す
。

３
�　
学
則
第
67
条
第
３
号
に
よ
り
除
籍
さ
れ
た
者
に
係
る
未
納
期
の
単
位
は
，
当
該
除
籍
の
日
に
そ

の
認
定
を
取
り
消
す
。

　
（
復
籍
の
取
扱
い
）

第
�11
条
　
学
則
第
68
条
第
１
項
に
規
定
す
る
復
籍
の
願
い
出
は
，除
籍
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
，

学
部
学
生
で
あ
っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
３
年
以
内
，
大
学
院
学
生
で
あ
っ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
２
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年
以
内
に
，
復
籍
願
（
別
記
様
式
６
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
�　
学
長
は
，
復
籍
の
願
い
出
が
あ
っ
た
と
き
は
，
当
該
者
が
所
属
し
て
い
た
各
校
等
の
教
員
会
議

の
審
議
を
経
て
，
復
籍
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
復
籍
の
許
可
は
同
一
人
に
つ
い

て
１
回
限
り
と
す
る
。

３
　
復
籍
の
日
は
，
復
籍
の
願
い
出
が
あ
っ
た
日
以
降
最
初
に
始
ま
る
学
期
の
初
日
と
す
る
。

４
�　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
卒
業
要
件
等
を
具
備
す
る
者
の
復
籍
の
時
期
は
，
復
籍
の
願
い

出
が
あ
っ
た
日
以
降
最
初
の
卒
業
日
又
は
修
了
日
と
し
，
同
日
付
け
で
卒
業
又
は
修
了
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。

５
�　
復
籍
後
の
在
学
期
間
は
，
除
籍
前
の
在
学
期
間
に
通
算
す
る
。
た
だ
し
，
前
項
の
規
定
に
よ
り

復
籍
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
�　
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
復
籍
が
許
可
さ
れ
た
と
き
は
，
第
10
条
第
３
項
に
基
づ
き
認
定
が
取

り
消
さ
れ
た
単
位
を
再
認
定
す
る
。

　
（
卒
業
及
び
修
了
の
認
定
）

第
�12
条
　
未
納
の
授
業
料
が
あ
る
と
き
は
，
学
則
第
38
条
第
１
項
に
規
定
す
る
卒
業
の
認
定
，
学
則

第
58
条
第
３
項
に
規
定
す
る
修
了
の
認
定
及
び
学
則
第
59
条
第
３
項
に
規
定
す
る
修
了
の
認
定
を

行
わ
な
い
。

　
（
雑
則
）

第
�13
条
　
こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
休
学
，
復
学
，
退
学
，
除
籍
，
復
籍
，
卒
業
及
び
修

了
並
び
に
単
位
認
定
の
取
扱
い
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
各
校
等
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
19
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
６
月
２
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
27
年
６
月
２
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
９
月
17
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
５
年
２
月
16
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式
１
（
第
３
条
関
係
）

別
記
様
式
３
（
第
５
条
関
係
）

別
記
様
式
２
（
第
５
条
関
係
）

別
記
様
式
４
（
第
６
条
関
係
）
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別
記
様
式
５
（
第
７
条
関
係
）

別
記
様
式
６
（
第
11
条
関
係
）
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北
海

道
教

育
大

学
学

位
論

文
に

関
す

る
取

扱
要

項

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

改
正
　
　
平
成
16
年
９
月
29
日
　
　
平
成
17
年
７
月
26
日

平
成
23
年
２
月
28
日
　
　
平
成
27
年
３
月
26
日

令
和
元
年
５
月
１
日
令
和
元
年
規
則
第
１
号
　

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
要
項
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
位
規
則
（
平
成
16
年
規
則
第
28
号
。
以
下
「
学
位
規

則
」
と
い
う
。）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
学
位
論
文
（
以
下
「
論
文
」
と
い
う
。）
の
取
扱
い
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
論
文
研
究
題
目
の
届
出
）

第
�２
条
　
論
文
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
，
研
究
指
導
教
員
の
承
認
を
得
て
，
学
位
論
文
研
究
題

目
届
（
別
記
様
式
第
１
号
）
を
，
修
了
年
度
の
所
定
の
期
日
ま
で
に
，
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
（
論
文
の
提
出
）

第
�３
条
　
論
文
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
，
学
位
論
文
審
査
願
（
別
記
様
式
第
２
号
）
に
論

文
１
編
（
正
本
１
部
，
副
本
２
部
）
及
び
論
文
要
旨
を
添
え
て
，
修
了
年
度
の
指
定
す
る
日
ま
で

に
，
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
論
文
の
審
査
）

第
４
条
　
論
文
は
，
学
位
規
則
第
６
条
に
定
め
ら
れ
た
審
査
委
員
会
で
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
論
文
及
び
最
終
試
験
の
審
査
結
果
報
告
）

第
�５
条
　
審
査
委
員
会
は
，
当
該
論
文
及
び
最
終
試
験
の
審
査
結
果
を
学
位
論
文
審
査
結
果
報
告
書

（
別
記
様
式
第
３
号
）
及
び
最
終
試
験
審
査
結
果
報
告
書
（
別
記
様
式
第
４
号
）
に
よ
り
，
学
長

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
実
施
細
目
）

第
�６
条
　
こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
必
要
な
事
項
は
，
北
海
道
教
育
大
学
教
員
会
議
規
則

（
平
成
26
年
規
則
第
27
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
教
員
会
議
で
決
定
す
る
。

　
（
審
査
済
論
文
等
の
保
管
）

第
�７
条
　
審
査
済
の
論
文
，
学
位
論
文
審
査
願
及
び
論
文
要
旨
は
，
当
該
校
が
保
管
す
る
も
の
と
す

る
。

　
（
そ
の
他
）

第
８
条
　
こ
の
要
項
に
定
め
る
日
が
休
業
日
に
当
た
る
と
き
は
，
そ
の
前
日
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
16
年
９
月
29
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
17
年
７
月
26
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
17
年
７
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
２
月
28
日
）

１
　
こ
の
要
項
は
，
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
23
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
こ
の
要
項
の
施
行
の
日
の
前
日
に
在
学
す
る
学
生
に
つ
い
て
は
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
元
年
５
月
１
日
令
和
元
年
規
則
第
１
号
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）

別
記
様
式
第
２
号
（
第
３
条
関
係
）

別
記
様
式
第
３
号
（
第
５
条
関
係
）

（
表
）

（
裏
）
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別
記
様
式
第
４
号
（
第
５
条
関
係
）

（
表
）

（
裏
）
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北
海

道
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

修
士

課
程

学
位

論
文

及
び

最
終

試
験

に
関

す
る

審
査

基
準

平
成
31
年
２
月
13
日
　

教
育
委
員
会
決
定
　

　
北
海
道
教
育
大
学
学
位
規
則
（
平
成
16
年
規
則
第
28
号
）
第
６
条
第
１
項
の
学
位
論
文
及
び
最
終

試
験
は
，
次
に
掲
げ
る
基
準
で
審
査
す
る
。

１
　
学
位
論
文
等
の
審
査
基
準

　
１
�）
研
究
・
表
現
の
背
景
や
目
的
，
方
法
と
結
果
，
解
釈
や
考
察
等
，
論
文
の
構
成
が
適
切
で
あ

る
か
。

　
２
）
テ
ー
マ
設
定
が
適
切
で
内
容
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
か
。

　
３
）
論
述
や
表
現
に
一
貫
性
が
あ
る
か
。

　
４
）
研
究
に
用
い
た
デ
ー
タ
や
素
材
等
が
適
切
で
あ
る
か
。

　
５
）
先
行
研
究
及
び
関
連
研
究
に
関
す
る
検
討
が
適
切
で
あ
る
か
。

　
６
）
教
育
に
貢
献
し
得
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
か
。

２
　
最
終
試
験
の
審
査
基
準

　
１
）
研
究
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
い
る
か
。

　
２
）
研
究
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
明
解
で
あ
る
か
。

　
３
）
研
究
内
容
に
関
し
て
指
摘
さ
れ
た
論
点
に
つ
い
て
適
切
に
考
察
で
き
て
い
る
か
。

　
４
）
当
該
研
究
分
野
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
は
十
分
で
あ
る
か
。

　
５
）
関
連
す
る
研
究
分
野
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
が
あ
る
か
。

３
　
審
査
結
果

　
学
位
論
文
及
び
最
終
試
験
の
審
査
結
果
は
，
合
又
は
否
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
基
準
は
，
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

北
海

道
教

育
大

学
大

学
院

修
士

論
文

研
究

抄
録

執
筆

要
項

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

第
�１
　
研
究
抄
録
は
，
提
出
さ
れ
た
抄
録
を
そ
の
ま
ま
写
真
製
版
す
る
た
め
，
で
き
る
だ
け
統
一
性

を
保
つ
必
要
が
あ
る
の
で
，
次
項
か
ら
第
４
項
ま
で
に
従
っ
て
記
載
す
る
こ
と
。

第
２
　
研
究
抄
録
に
は
，
次
の
項
目
を
必
ず
記
載
す
る
こ
と
。

　
⑴
　
主
題
（
副
題
が
あ
れ
ば
記
載
す
る
。）

　
⑵
　
専
攻
名

　
⑶
　
専
修
名
（
分
野
名
）

　
⑷
　
学
生
氏
名

　
⑸
　
指
導
教
員
名（
複
数
の
指
導
教
員
の
指
導
を
受
け
た
場
合
は
，全
員
の
教
員
名
を
記
載
す
る
。）

第
�３
　
体
裁
は
，
横
組
み
と
し
，
必
要
に
よ
り
縦
組
み
（
縦
組
み
の
場
合
は
２
段
と
す
る
。）
と
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
字
数
は
主
題
等
を
含
め
て
2,
80
0字
（
１
ペ
ー
ジ
あ
た
り
1,
40
0字
）
以
内

と
し
，
原
稿
作
成
に
は
，
原
則
と
し
て
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
等
を
用
い
る
こ
と
。

第
�４
　
Ａ
４
判
の
用
紙
（
白
地
の
上
質
紙
）
を
用
い
，別
紙
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
従
っ
て
２
ペ
ー
ジ
（
図

版
を
含
む
。）
と
し
，
横
組
み
の
場
合
は
，
１
行
あ
た
り
40
字
，
１
ペ
ー
ジ
あ
た
り
35
行
の
割
合

で
，
縦
組
み
の
場
合
は
，
２
段
組
で
１
行
あ
た
り
28
字
，
１
ペ
ー
ジ
あ
た
り
25
行
の
割
合
で
印

字
す
る
こ
と
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
紙

（
横
組
み
）

（
縦
組
み
）



― 45 ―

北
海

道
教

育
大

学
学

則
第

58
条

に
関

す
る

要
項

制
　
定
　
平
成
16
年
４
月
１
日
　

改
正
　
　
平
成
16
年
９
月
29
日
　
　
平
成
17
年
10
月
18
日

平
成
23
年
８
月
24
日
　
　
平
成
27
年
３
月
26
日

令
和
元
年
５
月
１
日
令
和
元
年
規
則
第
１
号
　

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
元
年
５
月
１
日
令
和
元
年
規
則
第
１
号
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
元
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
１
条
関
係
） 学
則
第
58
条
第
１
項
た
だ
し
書
適
用
に
よ
る
審
査
日
程

日
　
程

主
　
　
　
な
　
　
　
事
　
　
　
項

９
月
下
旬

研
究
指
導
教
員
か
ら
要
項
第
１
条
第
４
号
の
関
係
書
類
を
キ
ャ
ン
パ
ス
長
に
提
出

10
月
上
旬

キ
ャ
ン
パ
ス
長
か
ら
学
長
へ
文
書
で
該
当
の
あ
る
旨
申
出

10
月
中
旬

学
長
は
，
事
前
審
査
の
た
め
「
審
査
専
門
委
員
会
」
を
設
置
す
る
。

11
月
20
日

「
審
査
専
門
委
員
会
」
の
代
表
者
か
ら
学
長
へ
事
前
審
査
の
結
果
報
告

（
別
記
様
式
 第
１
号
）

11
月
末
日

学
長
か
ら
当
該
キ
ャ
ン
パ
ス
長
へ
審
査
結
果
を
通
知
（
別
記
様
式
第
６
号
）

12
月
上
旬

「
北
海
道
教
育
大
学
学
位
論
文
に
関
す
る
取
扱
要
項
」
第
２
条
の
定
め
に
よ
る
手
続

（
以
下
，
通
常
の
修
了
者
と
同
一
日
程
）

第
�１
条
　
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い
う
。）
第
58
条

第
１
項
た
だ
し
書
き
の
適
用
に
つ
い
て
は
，
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
⑴
�　
学
則
第
58
条
第
１
項
た
だ
し
書
き
に
定
め
る
「
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
者
」
と
は
，
当

該
学
生
の
学
位
論
文
に
係
る
研
究
水
準
が
，
学
則
第
42
条
に
定
め
る
修
業
年
限
２
年
で
修
了
の

認
定
を
受
け
る
者
が
到
達
す
る
研
究
水
準
と
同
等
以
上
の
水
準
に
達
し
た
者
と
す
る
。

　
⑵
�　
前
号
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
，
全
学
に
お
け
る
検
討
機
関
と
し
て
各
校
か
ら
各
１
人
計
５
人

に
よ
る
臨
時
の
審
査
専
門
委
員
会
を
設
け
て
，
研
究
業
績
等
に
つ
い
て
事
前
審
査
を
行
い
結
果

を
研
究
業
績
審
査
報
告
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）
に
よ
り
学
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　
⑶
�　
前
号
の
事
前
審
査
に
当
た
っ
て
は
，
当
該
学
生
の
大
学
卒
業
後
の
経
歴
，
業
績
で
修
士
課
程

在
学
期
間
以
外
で
あ
っ
て
も
，
本
学
の
修
士
課
程
在
学
中
の
研
究
と
同
等
以
上
の
水
準
の
研
究

業
績
と
確
認
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
を
特
別
に
認
定
事
由
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。

　
⑷
　
事
前
審
査
は
，
次
の
書
類
を
も
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
ア
　
「
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
者
」
と
認
定
す
る
理
由
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）

　
　
イ
　
研
究
業
績
目
録
（
別
記
様
式
第
３
号
）

　
　
ウ
　
年
間
受
講
科
目
登
録
状
況
等
（
別
記
様
式
第
４
号
）

　
　
エ
　
履
歴
書
（
別
記
様
式
第
５
号
）

　
　
オ
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
も
の

　
⑸
　
審
査
日
程
は
，
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

第
２
条
　
学
則
第
58
条
第
２
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
，
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
⑴
�　
学
則
第
58
条
第
２
項
に
定
め
る
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
と
は
，演
奏
，作
品
，

教
材
開
発
，
実
践
研
究
報
告
等
で
，
学
位
論
文
に
相
当
す
る
内
容
を
持
つ
と
判
断
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
，
論
文
形
式
を
と
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
に
関
連
す

る
論
文
を
必
要
と
す
る
も
の
と
す
る
。

　
⑵
�　
前
号
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
は
，
現
職
教
員
等
（
退
職
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
で
あ

る
学
生
と
す
る
。
た
だ
し
，
音
楽
教
育
専
修
及
び
美
術
教
育
専
修
に
所
属
す
る
現
職
教
員
等
以

外
の
学
生
に
つ
い
て
も
，
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

２
�　
前
項
の
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
，取
扱
い
の
公
正
を
保
持
す
る
た
め
，研
究
指
導
教
員
は
，

当
該
学
生
が
所
属
す
る
専
修
の
関
係
教
員
に
諮
っ
て
，
適
用
の
可
否
を
判
断
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
16
年
９
月
29
日
）

１
　
こ
の
要
項
は
，
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
こ
の
要
項
の
施
行
の
日
の
前
日
に
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
第
２
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
17
年
10
月
18
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
17
年
10
月
18
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
８
月
24
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
23
年
８
月
27
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
１
条
関
係
）

別
記
様
式
第
２
号
（
第
１
条
関
係
）

別
記
様
式
第
３
号
（
第
１
条
関
係
）

別
記
様
式
第
４
号
（
第
１
条
関
係
）

別
記
様
式
第
５
号
（
第
１
条
関
係
）

別
記
様
式
第
６
号
（
別
表
関
係
）
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北
海

道
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

長
期

履
修

に
関

す
る

取
扱

要
項

制
　
定
　
令
和
７
年
２
月
20
日
　

　
（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
要
項
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
。
以
下
「
学
則
」
と
い

う
。）
第
55
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
修
業
年
限
の
延
長
（
以
下
「
長
期
履
修
」
と
い
う
。）
に
関

し
，
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
長
期
履
修
）

第
２
条
　
長
期
履
修
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
，
職
業
を
有
し
て
い
る
場
合
の
ほ
か
，
育
児
若

し
く
は
介
護
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
，
教
職
大
学
院
長
，
学
校
臨
床
心
理
専
攻
長
又
は
共
同
学

校
教
育
学
専
攻
長
（
以
下
「
専
攻
長
等
」
と
い
う
。）
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
理
由
が
あ
る

場
合
と
す
る
。

２
　
長
期
履
修
に
お
い
て
延
長
す
る
期
間
（
以
下
「
長
期
履
修
期
間
」
と
い
う
。）
は
，
１
年
（
外

国
人
留
学
生
に
あ
っ
て
は
６
月
）
を
単
位
と
す
る
。

３
　
学
則
第
55
条
第
１
項
に
規
定
す
る
審
査
は
，
専
攻
長
等
が
行
う
。

　
（
申
請
手
続
）

第
３
条
　
長
期
履
修
を
希
望
す
る
者
は
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
専
攻
長
等
に
提
出
し
て
申
請
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
当
該
申
請
（
以
下
「
長
期
履
修
の
申
請
」
と
い
う
。）
は
，
１
回
に

限
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
，
修
了
予
定
年
度
に
お
い
て
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
⑴
　
長
期
履
修
申
請
書

　
⑵
　
長
期
履
修
の
理
由
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

　
⑶
　
そ
の
他
専
攻
長
等
が
必
要
と
認
め
る
書
類

２
　
前
項
第
１
号
の
書
類
に
は
，
長
期
履
修
を
希
望
す
る
理
由
及
び
長
期
履
修
が
認
め
ら
れ
た
場
合

の
履
修
計
画
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
職
業
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
場
合
の
第
１
項
第
２
号
の
書
類
は
，
原
則
と
し
て
在

職
証
明
書
と
す
る
。

４
　
長
期
履
修
の
申
請
の
期
限
は
，
毎
年
２
月
15
日
（
当
該
日
が
本
学
の
休
業
日
で
あ
る
場
合
は
，

翌
営
業
日
と
す
る
。）
と
す
る
。
た
だ
し
，
入
学
前
に
長
期
履
修
の
申
請
を
す
る
場
合
の
期
限
に

つ
い
て
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
長
期
履
修
期
間
の
変
更
）

第
４
条
　
長
期
履
修
期
間
に
つ
い
て
は
，
共
同
学
校
教
育
学
専
攻
に
所
属
す
る
修
了
予
定
年
次
の
者

を
除
き
，
専
攻
長
等
の
許
可
を
得
て
，
こ
れ
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
共
同
学
校

教
育
学
専
攻
に
所
属
す
る
者
に
つ
い
て
は
１
回
に
限
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

２
　
共
同
学
校
教
育
学
専
攻
に
所
属
す
る
者
の
う
ち
，入
学
前
に
長
期
履
修
の
申
請
を
行
っ
た
者
は
，

専
攻
長
等
の
許
可
を
得
て
，
１
回
に
限
り
，
長
期
履
修
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
１
項
又
は
第
２
項
の
許
可
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
，
共
同
学
校
教
育
学
専
攻
に
所
属
す
る
者

に
つ
い
て
は
修
了
予
定
年
度
の
前
年
度
の
２
月
15
日
ま
で
に
，
そ
れ
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
修
了

予
定
日
の
８
月
前
の
日
が
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
に
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
専
攻
長
等
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
長
期
履
修
変
更
申
請
書

　
⑵
　
そ
の
他
専
攻
長
等
が
必
要
と
認
め
る
書
類

４
　
第
１
項
の
許
可
を
得
た
者
は
，
学
則
第
71
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
，
別
に
指
示
さ
れ

た
方
法
に
よ
り
，
授
業
料
の
残
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
教
員
会
議
の
審
議
）

第
５
条
　
専
攻
長
等
は
，
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
運
営
規
則
（
平
成
26
年
規
則
第
25
号
）

第
27
条
第
１
項
第
６
号
か
ら
第
12
号
に
規
定
す
る
教
員
会
議
の
審
議
を
経
な
け
れ
ば
，
第
２
条
第

３
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
，並
び
に
前
条
第
１
項
及
び
第
２
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
（
休
学
）

第
６
条
　
長
期
履
修
を
認
め
ら
れ
た
者
に
つ
い
て
は
，
第
３
条
第
１
項
第
１
号
の
書
類
に
記
載
さ
れ

た
長
期
履
修
を
希
望
す
る
理
由
に
よ
り
，
学
則
第
64
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
休
学
の
許
可
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
７
年
２
月
20
日
）

１
　
こ
の
要
項
は
，
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
長
期
履
修
学
生
に
関
す
る
取
扱
要
項
（
平
成
16
年
４

月
１
日
制
定
）
は
，
令
和
７
年
３
月
31
日
で
廃
止
す
る
。
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北
海

道
教

育
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

教
員

免
許

状
取

得
特

別
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

す
る

取
扱

要
項

制
　
定
　
平
成
22
年
３
月
25
日
　

改
正
　
　
平
成
23
年
８
月
24
日
　
　
平
成
25
年
５
月
23
日
　
　
平
成
27
年
３
月
26
日

令
和
２
年
11
月
26
日

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
要
項
は
，
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
履
修
規
則
（
平
成
16
年
規
則
第

32
号
）
第
７
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
，
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
資
格
）

第
�２
条
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
，
教
育
学
研
究
科
に
入
学
す
る
者
の
う
ち
，
北
海

道
教
育
大
学
学
則
（
平
成
26
年
学
則
第
１
号
）（
以
下
「
学
則
」
と
い
う
。）
第
44
条
第
１
項
に
規

定
す
る
入
学
志
願
手
続
き
の
時
点
で
，
取
得
を
希
望
す
る
教
員
免
許
状
を
取
得
し
て
お
ら
ず
，
か

つ
，
そ
の
見
込
み
も
な
い
者
に
限
り
，
受
講
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
申
請
）

第
�３
条
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
希
望
す
る
者
は
，
学
則
第
44
条
第
１
項
に

規
定
す
る
入
学
志
願
手
続
き
の
際
に
，
併
せ
て
別
に
定
め
る
「
申
請
書
」
を
提
出
し
て
申
請
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
受
講
学
生
数
）

第
４
条
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
定
員
数
は
，
別
に
定
め
る
。

　
（
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
可
否
の
決
定
）

第
�５
条
　
第
２
条
に
規
定
す
る
許
可
（
以
下
「
受
講
許
可
」
と
い
う
。）
の
可
否
は
，
教
職
大
学
院

長
又
は
学
校
臨
床
心
理
専
攻
長
が
申
請
者
の
教
職
へ
の
関
心
と
意
欲
，
適
性
等
を
面
接
に
よ
り
審

査
の
上
，
履
修
を
希
望
す
る
授
業
科
目
を
開
設
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
長
の
了
承
を
得
た
後
，
運
営

規
則
第
27
条
第
１
項
第
10
号
又
は
第
11
号
に
規
定
す
る
教
員
会
議（
以
下「
教
員
会
議
」と
い
う
。）

の
審
議
を
経
て
，
決
定
す
る
。

　
（
授
業
料
の
徴
収
）

第
�６
条
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
の
授
業
料
は
，
北
海
道
教
育
大
学
学
則
（
平

成
26
年
学
則
第
１
号
）
第
42
条
に
定
め
る
修
業
年
限
に
係
る
３
年
分
を
徴
収
す
る
。

　
（
入
学
予
定
者
の
受
講
辞
退
）

第
�７
条
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
を
辞
退
す
る
場
合
は
，
入
学
前
の
３
月
10
日

ま
で
に
申
し
出
る
と
と
も
に
，併
せ
て
別
に
定
め
る
取
消
の
手
続
き
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
受
講
の
中
止
）

第
�８
条
　
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
中
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
，
や
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
，
教
職
大
学
院
長
又
は
学
校
臨
床
心
理
専
攻
長
の
許
可
を
得

た
と
き
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
�　
前
項
の
許
可
を
得
よ
う
と
す
る
者
は
，
あ
ら
か
じ
め
自
ら
の
研
究
指
導
教
員
又
は
指
導
教
員
の

承
認
を
得
た
上
で
，
１
年
次
の
２
月
15
日
ま
で
に
，
別
に
定
め
る
「
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ

グ
ラ
ム
受
講
中
止
申
請
書
（
以
下
「
中
止
申
請
書
」
と
い
う
。）
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
�　
第
１
項
の
許
可
の
可
否
を
決
す
る
に
当
た
っ
て
は
，
教
員
会
議
の
審
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
　
第
１
項
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
，
そ
の
受
講
許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

　
（
雑
則
）

第
�９
条
　
こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
教
員
免
許
状
取
得
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
必
要
な

事
項
は
，
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
22
年
度
入
学
者
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
８
月
24
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
23
年
８
月
27
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
25
年
５
月
23
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
25
年
５
月
23
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
11
月
26
日
）

１
　
こ
の
要
項
は
，
令
和
２
年
11
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
�　
令
和
２
年
11
月
25
日
以
前
に
教
育
学
研
究
科
に
入
学
し
た
者
に
つ
い
て
は
，
改
正
後
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
，
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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北
海

道
教

育
大

学
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト

取
扱

要
項

制
　
定
　
平
成
16
年
５
月
31
日
　

改
正
　
　
平
成
21
年
３
月
27
日
　
　
平
成
23
年
８
月
24
日
　
　
平
成
27
年
３
月
26
日

令
和
３
年
３
月
２
日
　
　
令
和
３
年
９
月
10
日
　
　
令
和
４
年
９
月
28
日

令
和
５
年
９
月
21
日
　
　
令
和
６
年
９
月
25
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
趣
旨
）

第
１
条
　
こ
の
要
項
は
，
北
海
道
教
育
大
学
大
学
院
に
在
学
す
る
学
生
（
以
下
「
大
学
院
生
」
と
い

う
。）
の
生
活
の
改
善
，
教
員
・
研
究
者
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
の
提
供
並
び
に
学
部

及
び
大
学
院
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
，
有
償
の
教
育
補
助
業
務
を
行
う
大
学
院
生
（「
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
と
称
し
，
以
下
「
T
A
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
。

　
（
業
務
内
容
）

第
２
条
　
T
A
の
業
務
は
，
学
部
学
生
等
が
受
講
す
る
講
義
，
実
験
，
実
習
，
演
習
等
授
業
の
教
育

補
助
業
務（
授
業
時
間
外
に
行
う
授
業
の
事
前
準
備
及
び
レ
ポ
ー
ト
・
試
験
等
の
整
理
を
含
む
。）

と
す
る
。

　
（
資
格
）

第
３
条
　
T
A
は
，
大
学
院
生
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
D
C）
で
あ
る
者
を
除
く
。）
に

限
る
も
の
と
す
る
。

　
（
選
考
）

第
４
条
　
T
A
の
選
考
は
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
担
当
す
る
委
員
会
の
審
議
を
経
て
，
キ
ャ
ン
パ
ス

長
，
教
職
大
学
院
長
又
は
学
校
臨
床
心
理
専
攻
長
（
以
下
「
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
」
と
い
う
。）
が

行
う
。
た
だ
し
，
現
職
教
員
で
あ
る
大
学
院
生
を
T
A
に
選
考
す
る
と
き
は
，
あ
ら
か
じ
め
当
該

大
学
院
生
が
勤
務
す
る
学
校
等
の
長
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
契
約
）

第
５
条
　
T
A
と
の
契
約
は
，
雇
用
契
約
に
よ
る
も
の
と
し
，
契
約
期
間
は
，
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
の
範
囲
内
に
お
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
T
A
の
給
与
は
，
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
非
常
勤
職
員
就
業
規
則
第
16
条
の
２
に
定

め
る
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
項
第
２
条
第
３
号
に
定
め
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
係
る
大
学
院
生
の
給
与
と
同
額
と
す
る
。

　
（
業
務
の
実
施
）

第
６
条
　
T
A
に
業
務
を
実
施
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
，
当
該
T
A
の
受
け
る
研
究
指
導
，
授
業
等

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
T
A
は
，
授
業
を
担
当
す
る
教
員
の
指
示
に
従
い
，
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
T
A
が
業
務
を
実
施
し
た
と
き
は
，
当
該
業
務
に
係
る
授
業
を
担
当
し
た
教
員
が
実
施
し
た
日

時
，
業
務
内
容
等
に
つ
い
て
，
別
紙
様
式
に
よ
り
，
実
施
し
た
月
の
月
末
ま
で
に
キ
ャ
ン
パ
ス
長

等
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
そ
の
他
）

第
７
条
　
こ
の
要
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
T
A
に
関
し
必
要
な
事
項
は
，
別
に
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
16
年
５
月
31
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
21
年
３
月
27
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
21
年
３
月
27
日
か
ら
施
行
し
，
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
23
年
８
月
24
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
23
年
８
月
27
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
平
成
27
年
３
月
26
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
３
月
２
日
）

１
　
こ
の
要
項
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
北
海
道
教
育
大
学
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
取
扱
要
項
に
関
す
る
申
合
せ
は
，
令
和
３

年
３
月
31
日
で
廃
止
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
９
月
10
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
４
年
９
月
28
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
４
年
10
月
２
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
５
年
９
月
21
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
６
年
９
月
25
日
）

　
こ
の
要
項
は
，
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式
（
第
６
条
関
係
）
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北
海

道
教

育
大

学
に

お
け

る
成

績
評

価
に

対
す

る
学

生
の

異
議

申
立

て
に

関
す

る
規

則

制
　
定
　
令
和
２
年
２
月
４
日
　

令
和
元
年
規
則
第
21
号
　

改
正
　
　
令
和
２
年
４
月
20
日
令
和
２
年
規
則
第
66
号
　
　
令
和
３
年
１
月
４
日
令
和
２
年
規
則
第
90
号

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
，
シ
ラ
バ
ス

に
明
示
さ
れ
た
授
業
の
到
達
目
標
と
成
績
評
価
の
方
法
に
基
づ
く
客
観
的
か
つ
適
正
な
成
績
評
価

を
担
保
す
る
こ
と
に
よ
り
，
本
学
の
教
育
の
質
を
維
持
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
，
社
会
か
ら
の
信

頼
に
応
え
る
た
め
，
本
学
に
お
け
る
成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
て
（
以
下
「
異
議
申
立
て
」

と
い
う
。）
の
手
続
き
及
び
取
扱
い
等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
異
議
申
立
）

第
�２
条
　
自
ら
の
成
績
評
価
に
不
服
の
あ
る
学
生
は
，
次
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
，
異
議
申
立

て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
異
議
申
立
て
の
方
法
）

第
�３
条
　
異
議
申
立
て
は
，
成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
書
（
別
記
様
式
第
１
号
。
以
下
「
異
議

申
立
書
」
と
い
う
。）
を
，
申
立
て
を
行
う
者
（
以
下
「
当
該
学
生
」
と
い
う
。）
が
所
属
す
る
組

織
（
以
下
「
各
校
等
」
と
い
う
。）
を
所
掌
す
る
教
育
支
援
グ
ル
ー
プ
（
札
幌
校
に
お
い
て
は
，

教
育
企
画
課
修
学
支
援
グ
ル
ー
プ
。
以
下
「
各
校
室
教
育
支
援
グ
ル
ー
プ
等
」
と
い
う
。）
を
経

由
し
て
各
校
等
の
長
（
以
下
「
所
属
長
」
と
い
う
。）
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
�　
異
議
申
立
書
に
は
，
異
議
申
立
て
に
係
る
成
績
評
価
（
以
下
「
当
該
評
価
」
と
い
う
。）
が
シ

ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
た
成
績
評
価
の
基
準
及
び
方
法
に
照
ら
し
不
適
正
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
�　
異
議
申
立
て
は
，
当
該
評
価
が
開
示
さ
れ
た
日
か
ら
同
日
の
属
す
る
学
期
終
了
後
５
日
以
内
，

卒
業
判
定
及
び
修
了
判
定
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
当
該
評
価
が
開
示
さ
れ
た
日
か
ら
３
日
以
内

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
期
限
の
末
日
が
本
学
の
休
業
日
で
あ
る
場
合
は
，
翌
営
業

日
ま
で
と
す
る
。

４
　
同
一
の
成
績
評
価
に
対
す
る
異
議
申
立
て
は
一
回
限
り
と
す
る
。

　
（
異
議
申
立
て
の
処
理
）

第
�４
条
　
各
校
室
教
育
支
援
グ
ル
ー
プ
等
は
，
所
属
長
に
対
し
，
異
議
申
立
書
を
送
付
す
る
と
と
も

に
，
当
該
評
価
を
行
っ
た
教
員
（
以
下
「
科
目
担
当
教
員
」
と
い
う
。）
に
対
し
，
そ
の
旨
を
通

知
す
る
。

２
�　
異
議
申
立
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
は
，
当
該
評
価
に
つ
い
て
は
，
第
６
条
の
決
定
が
あ
る
ま

で
の
間
，
成
績
評
価
を
保
留
と
し
，
か
つ
，
GP
A
算
出
の
基
礎
と
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
（
異
議
申
立
て
の
審
査
）

第
�５
条
　
所
属
長
は
，
異
議
申
立
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
は
，
各
校
等
に
設
置
さ
れ
た
修
学
指
導

に
係
る
任
務
を
担
う
委
員
会
（
以
下
「
修
学
指
導
に
関
す
る
委
員
会
」
と
い
う
。）
に
，
所
属
長

が
指
名
す
る
者
を
構
成
員
と
す
る
成
績
評
価
に
関
す
る
委
員
会
（
以
下
「
成
績
評
価
に
関
す
る
委

員
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２
�　
成
績
評
価
に
関
す
る
委
員
会
は
，
当
該
評
価
に
つ
い
て
，
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
た
成
績
評
価

の
基
準
及
び
方
法
に
基
づ
き
，
当
該
学
生
及
び
科
目
担
当
教
員
へ
の
聴
取
調
査
そ
の
他
必
要
な
調

査
を
行
い
，
調
査
結
果
を
修
学
指
導
に
関
す
る
委
員
会
に
報
告
す
る
。

３
�　
修
学
指
導
に
関
す
る
委
員
会
は
，
前
項
の
調
査
結
果
報
告
に
基
づ
き
審
議
を
行
い
，
異
議
申
立

て
に
対
す
る
決
定
書
（
別
記
様
式
第
２
号
。
以
下
「
決
定
書
」
と
い
う
。）
及
び
異
議
申
立
て
に

対
す
る
報
告
書
（
別
記
様
式
第
３
号
。
以
下
「
報
告
書
」
と
い
い
，
決
定
書
と
併
せ
て
「
決
定
書

等
」
と
い
う
。）
の
案
を
作
成
し
，
所
属
長
に
提
出
す
る
。

　
（
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
）

第
�６
条
　
所
属
長
は
，
前
条
第
３
項
に
よ
り
決
定
書
等
の
案
の
提
出
を
受
け
た
場
合
は
，
決
定
書
等

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

　
（
決
定
書
等
の
取
扱
い
）

第
�７
条
　
所
属
長
は
，
学
長
に
対
し
て
，
決
定
書
等
の
写
し
を
提
出
す
る
と
と
も
に
，
修
学
指
導
に

関
す
る
委
員
会
に
対
し
て
，
決
定
書
等
を
送
付
す
る
。

２
�　
修
学
指
導
に
関
す
る
委
員
会
は
，
前
項
に
よ
り
決
定
書
等
の
送
付
を
受
け
た
場
合
は
，
科
目
担

当
教
員
に
対
し
て
報
告
書
を
，
各
校
室
教
育
支
援
グ
ル
ー
プ
等
に
対
し
て
決
定
書
を
そ
れ
ぞ
れ
送

付
す
る
。

３
�　
各
校
室
教
育
支
援
グ
ル
ー
プ
等
は
，
当
該
学
生
に
対
し
，
前
項
に
よ
り
送
付
を
受
け
た
決
定
書

を
送
付
す
る
。

４
�　
当
該
学
生
に
対
す
る
決
定
書
の
送
付
は
，
審
査
に
時
間
を
要
す
る
場
合
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ

る
場
合
を
除
き
，
異
議
申
立
書
の
提
出
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
原
則
14
日
以
内
（
当
該
期
限
の

末
日
が
本
学
の
休
業
日
で
あ
る
場
合
は
，
翌
営
業
日
ま
で
）
に
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
成
績
評
価
の
確
定
）

第
�８
条
　
各
校
室
教
育
支
援
グ
ル
ー
プ
等
は
，
前
条
第
２
項
に
よ
り
決
定
書
の
送
付
を
受
け
た
場
合

は
，
当
該
評
価
に
つ
い
て
，
速
や
か
に
当
該
決
定
に
基
づ
き
成
績
確
定
を
行
う
。

　
（
雑
則
）

第
�９
条
　
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
，
所
属
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
は
，
所
属
長
が

別
に
異
議
申
立
て
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
２
年
４
月
20
日
令
和
２
年
規
則
第
66
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
附
　
則
（
令
和
３
年
１
月
４
日
令
和
２
年
規
則
第
90
号
）

　
こ
の
規
則
は
，
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
紙
様
式
第
１
号
（
第
３
条
関
係
）

別
紙
様
式
第
２
号
（
第
５
条
関
係
）

別
紙
様
式
第
３
号
（
第
５
条
関
係
）
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北
海

道
教

育
大

学
に

お
け

る
学

生
の

通
称

名
等

の
使

用
に

関
す

る
規

則

制
　
定
　
令
和
２
年
３
月
31
日
　

令
和
元
年
規
則
第
37
号
　

　
（
趣
旨
）

第
�１
条
　
こ
の
規
則
は
，
北
海
道
教
育
大
学
（
以
下
「
本
学
」
と
い
う
。）
に
在
学
す
る
学
生
が
第

４
条
各
号
に
規
定
す
る
戸
籍
上
の
氏
名
（
外
国
籍
の
者
に
つ
い
て
は
，
外
国
人
住
民
に
係
る
住
民

票
又
は
旅
券
上
の
氏
名
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
以
外
の
氏
名
（
以
下
「
通
称
名
等
」
と
い
う
。）

の
使
用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
使
用
の
許
可
）

第
�２
条
　
学
長
が
認
め
た
と
き
は
，第
５
条
に
規
定
す
る
文
書
の
記
載
を
通
称
名
等
と
す
る
こ
と（
以

下
「
通
称
名
等
の
使
用
」
と
い
う
。）
が
で
き
る
。

　
（
通
称
名
等
の
使
用
が
で
き
る
学
生
）

第
３
条
　
通
称
名
等
の
使
用
が
で
き
る
学
生
は
，
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
⑴
　
学
部
の
学
生

　
⑵
　
大
学
院
の
学
生

　
⑶
　
養
護
教
諭
特
別
別
科
の
学
生

　
⑷
　
研
究
生

　
⑸
　
科
目
等
履
修
生

　
⑹
　
特
別
聴
講
学
生

　
（
通
称
名
等
の
使
用
が
で
き
る
場
合
）

第
４
条
　
通
称
名
等
の
使
用
が
で
き
る
場
合
は
，
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

　
⑴
�　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
を
変
更
し
て
い
な
い
学
生
が
性
別
違
和
及
び
性
自
認
の
不
一
致
を

理
由
と
し
て
通
称
名
等
を
使
用
す
る
場
合

　
⑵
　
外
国
籍
の
者
が
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
称
名
を
使
用
す
る
場
合

　
⑶
　
婚
姻
等
に
よ
り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
氏
を
変
更
し
た
学
生
が
旧
姓
を
使
用
す
る
場
合

　
⑷
�　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
，
学
生
に
通
称
名
等
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
学
長
が

認
め
る
場
合

　
（
通
称
名
等
の
使
用
が
で
き
る
文
書
）

第
�５
条
　
通
称
名
等
の
使
用
が
で
き
る
文
書
は
，
本
学
が
作
成
す
る
文
書
と
す
る
。
た
だ
し
，
次
に

掲
げ
る
文
書
を
除
く
。

　
⑴
　
法
令
等
に
よ
り
，
戸
籍
上
の
氏
名
を
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
文
書

　
⑵
�　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
，
学
長
が
戸
籍
上
の
氏
名
を
使
用
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
る

文
書

　
（
通
称
名
等
の
使
用
の
申
出
）

第
�６
条
　
通
称
名
等
の
使
用
を
希
望
す
る
学
生
は
，
通
称
名
等
使
用
申
出
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）

を
所
属
す
る
組
織
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
，
教
職
大
学
院
長
又
は
学
校
臨
床
心
理
専
攻
長
（
以
下
「
所

属
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
」
と
い
う
。）
を
経
て
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�　
学
長
は
，
通
称
名
等
の
使
用
を
認
め
る
場
合
は
，
所
属
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
を
経
て
通
称
名

等
使
用
許
可
通
知
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）
に
よ
り
当
該
学
生
に
通
知
す
る
。

　
（
通
称
名
等
の
使
用
の
中
止
）

第
�７
条
　
通
称
名
等
の
使
用
の
中
止
を
希
望
す
る
場
合
は
，
通
称
名
等
使
用
中
止
申
出
書
（
別
記
様

式
第
３
号
）
を
，
所
属
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
を
経
て
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
�　
学
長
は
，通
称
名
等
の
使
用
の
中
止
を
認
め
る
場
合
は
，所
属
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
を
経
て
，

通
称
名
等
使
用
中
止
許
可
通
知
書
（
別
記
様
式
第
４
号
）
に
よ
り
当
該
学
生
に
通
知
す
る
。

　
（
記
録
）

第
�８
条
　
通
称
名
等
の
使
用
又
は
そ
の
中
止
を
認
め
た
場
合
は
，
そ
の
旨
を
成
績
原
簿
・
学
籍
簿
に

記
録
す
る
。

　
（
学
位
記
に
記
載
す
る
氏
名
の
取
扱
い
）

第
�９
条
　
通
称
名
等
の
使
用
を
認
め
ら
れ
た
学
生
が
，
学
位
記
に
記
載
す
る
氏
名
を
，
次
の
各
号
の

い
ず
れ
か
の
表
記
と
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
，
学
位
記
に
お
け
る
氏
名
表
記
申
出
書
（
別

記
様
式
第
５
号
）
を
所
属
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
を
経
て
学
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
戸
籍
上
の
氏
名

　
⑵
　
戸
籍
上
の
氏
名
及
び
通
称
名
等

２
　
学
長
は
，
前
項
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
，
こ
れ
を
認
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
通
称
名
等
の
使
用
に
伴
う
証
明
等
）

第
�10
条
　
通
称
名
等
の
使
用
を
認
め
ら
れ
た
学
生
に
対
し
て
は
，
通
称
名
等
の
使
用
を
認
め
ら
れ
て

い
る
旨
の
文
書
（
別
記
様
式
第
６
号
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
学
生
が
戸
籍
上

の
氏
名
の
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
当
該
学
生
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
証
明
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
（
卒
業
，
修
了
，
退
学
及
び
除
籍
後
の
取
扱
い
）

第
�11
条
　
卒
業
，
修
了
，
退
学
及
び
除
籍
時
に
通
称
名
等
の
使
用
を
認
め
ら
れ
て
い
た
者
に
つ
い
て

は
，
そ
の
者
が
卒
業
，
修
了
，
退
学
及
び
除
籍
し
た
後
に
お
い
て
も
通
称
名
等
の
使
用
を
行
う
も

の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
記
様
式
第
１
号
（
第
６
条
関
係
）

別
記
様
式
第
２
号
（
第
６
条
関
係
）
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別
記
様
式
第
３
号
（
第
７
条
関
係
）

別
記
様
式
第
４
号
（
第
７
条
関
係
）

別
記
様
式
第
５
号
（
第
９
条
関
係
）

別
記
様
式
第
６
号
（
第
10
条
関
係
）
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北
海

道
教

育
大

学
に

お
け

る
休

講
措

置
等

の
取

扱
い

に
つ

い
て

令
和
元
年
10
月
２
日
　

教
育
委
員
会
決
定
　

　
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
，
自
然
災
害
等
に
よ
る
授
業
（
定
期
試
験
，
追
試
験
，
臨
時
試
験
及
び

再
試
験
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
休
講
措
置
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，以
下
の
と
お
り
と
す
る
。

１
．
自
然
災
害
に
よ
る
休
講
措
置

　
⑴
　
特
別
警
報
の
発
令
に
よ
る
休
講
措
置

　
　
�　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
地
に
，
気
象
庁
か
ら
，
大
雨
，
暴
風
，
暴
風
雪
，
大
雪
の
い
ず
れ
か

の
特
別
警
報
（
数
十
年
に
一
度
レ
ベ
ル
の
気
象
時
に
発
令
）
が
発
令
さ
れ
た
場
合
，
又
は
発
令

が
見
込
ま
れ
る
場
合
，
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
。

　
　
ア
　
午
後
５
時
ま
で
に
翌
日
の
授
業
を
休
講
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
可
能
な
場
合

　
　
　
①
�　
翌
日
早
朝
か
ら
特
別
警
報
発
令
レ
ベ
ル
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
，
午
後
５
時
ま
で
に
，
翌
日
の
授
業
を
行
う
か
，
休
講
措
置
を
と
る
か
（
全
部
又
は
一

部
の
授
業
と
す
る
か
を
含
む
。）
を
各
キ
ャ
ン
パ
ス
長
，
教
職
大
学
院
長
又
は
学
校
臨
床

心
理
専
攻
長
（
以
下
「
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
」
と
い
う
。）
が
判
断
す
る
。

　
　
　
②
�　
上
記
①
に
よ
り
休
講
措
置
を
と
っ
た
場
合
で
，
当
日
午
前
７
時
ま
で
に
特
別
警
報
が
解

除
さ
れ
た
と
き
で
も
，
１
講
目
（
大
学
院
は
「
１
校
時
」。
以
下
同
様
に
読
み
替
え
る
。）

は
休
講
と
す
る
。（
こ
の
場
合
，２
講
目
以
降
の
授
業
を
行
う
か
，休
講
措
置
を
と
る
か
は
，

状
況
に
応
じ
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
が
判
断
す
る
。）

　
　
イ
　
午
後
５
時
ま
で
に
翌
日
の
授
業
を
休
講
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
困
難
な
場
合

　
　
　
①
�　
授
業
当
日
午
前
７
時
の
時
点
で
特
別
警
報
発
令
中
の
場
合
，
１
講
目
，
２
講
目
の
授
業

を
休
講
と
す
る
。

　
　
　
②
�　
授
業
当
日
午
前
11
時
の
時
点
で
特
別
警
報
発
令
中
の
場
合
，
３
講
目
か
ら
５
講
目
ま
で

の
授
業
を
休
講
と
す
る
。

　
　
　
③
�　
授
業
当
日
午
後
４
時
の
時
点
で
特
別
警
報
発
令
中
の
場
合
，
６
講
目
，
７
校
時
の
授
業

を
休
講
と
す
る
。

　
　
ウ
　
授
業
実
施
時
間
帯
に
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

　
　
　
　
授
業
を
継
続
す
る
か
，
休
講
措
置
を
と
る
か
を
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
が
判
断
す
る
。

　
⑵
　
地
震
に
よ
る
休
講
措
置

　
　
�　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
地
に
，「
震
度
６
弱
程
度
」
の
地
震
が
発
生
し
，
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

停
電
，断
水
，校
舎
等
建
物
の
被
害
状
況
等
を
考
慮
し
た
結
果
，授
業
の
実
施
が
不
可
能
と
キ
ャ

ン
パ
ス
長
等
が
判
断
し
た
場
合
，
当
該
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
が
授
業
の
再
開
が
可
能
と
判
断
す
る

ま
で
の
間
，
授
業
を
休
講
と
す
る
。

　
⑶
　
大
津
波
警
報
の
発
令
に
よ
る
休
講
措
置

　
　
�　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
地
に
，
気
象
庁
か
ら
，
大
津
波
警
報
（
高
い
と
こ
ろ
で
３
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
津
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
令
）
が
発
令
さ
れ
た
場
合
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
は
，

学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
，
直
ち
に
避
難
を
開
始
さ
せ
，
そ
の
後
の
授
業
を
休
講
と
す
る
。

　
⑷
　
上
記
⑴
～
⑶
に
該
当
し
な
い
事
態
に
よ
る
休
講
措
置

　
　
�　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
所
在
地
に
，
上
記
⑴
～
⑶
に
該
当
し
な
い
事
態
（
大
雨
，
洪
水
，
暴
風
及

び
暴
風
雪
等
の
警
報
の
発
令
そ
の
他
の
事
態
）
が
生
じ
，
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
が
判
断
し
た
場
合
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
は
授
業
を
休
講
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
．
交
通
機
関
の
運
休
等
に
よ
る
休
講
措
置

　
�　
交
通
機
関
の
運
休
等
に
よ
り
，
学
生
の
通
学
が
著
し
く
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
キ
ャ
ン
パ
ス
長

等
が
判
断
し
た
場
合
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
は
授
業
を
休
講
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
大
規
模
停
電
等
，
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
の
休
講
措
置

　
�　
大
規
模
停
電
や
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情
報
が
国
か
ら
発
信
さ
れ

た
場
合
な
ど
，
不
測
の
事
態
が
生
じ
，
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
キ
ャ
ン
パ
ス
長

等
が
判
断
し
た
場
合
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
は
授
業
を
休
講
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
．
休
講
措
置
の
周
知

　
�　
上
記
１
．
～
３
．
に
よ
る
休
講
措
置
に
つ
い
て
は
，
本
学
Ｈ
Ｐ
，
大
学
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム
及

び
学
内
掲
示
板
等
に
よ
り
周
知
す
る
。

５
．
休
講
措
置
に
対
す
る
代
替
措
置

　
⑴
�　
休
講
と
し
た
授
業
は
，
補
講
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
，
自
然
災
害
等
に
よ
る

影
響
が
長
期
に
わ
た
る
と
見
込
ま
れ
る
な
ど
，
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等

の
判
断
に
よ
り
，
補
講
に
代
わ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑵
�　
上
記
⑴
に
よ
る
代
替
措
置
に
つ
い
て
は
，
大
学
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム
及
び
学
内
掲
示
板
等
に

よ
り
周
知
す
る
。

６
．
そ
の
他

　
⑴
�　
授
業
を
休
講
と
し
た
場
合
，
原
則
と
し
て
，
全
て
の
課
外
活
動
を
禁
止
す
る
。
た
だ
し
，
帰

宅
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
，
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
が
学
生
の
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
場
合
，
学
生
の
大
学
施
設
の
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⑵
�　
教
育
実
習
等
学
外
で
活
動
中
の
学
生
に
つ
い
て
は
，
当
該
活
動
の
受
入
施
設
等
の
教
職
員
又

は
引
率
し
て
い
る
本
学
の
教
職
員
の
指
示
に
従
う
も
の
と
す
る
。

　
⑶
�　
双
方
向
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
等
を
使
用
し
，
２
以
上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ
れ
て
い
る
授

業
に
つ
い
て
は
，
休
講
措
置
を
決
定
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
が
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
長
等
に
そ
の

旨
を
報
告
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
取
扱
い
は
，
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。



校舎配置図及び平面図
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び平面図を別途に確認してください。
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